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(57)【要約】
　端末間(Ｄ２Ｄ)ユーザー装置(ＵＥ）は、Ｄ２Ｄ通信
を通じて通信するように構成されるアンテナを含む。ま
た、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、特定の条件を満たす場合、通信モ
ード２に入るように構成されるプロセッサを含む。特定
の条件は、無線リンク失敗を検出するための第１のタイ
マＴ３１０が動作中である場合、接続再確立を開始する
ための第２のタイマＴ３１１が動作中である場合、又は
接続再確立を要求するための第３のタイマＴ３０１が動
作中である場合のうち少なくとも一つを含む。通信モー
ド２で、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、Ｄ２Ｄデータ及びＤ２Ｄ制御
情報を伝送するためにリソースプールからリソースをそ
れ自身が選択する。さらに、プロセッサは、特定の条件
がこれ以上満足しない場合、通信モード２から抜け出て
通信モード１に入るように構成される。通信モード１で
、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、他のステーションにより設定された
リソースを使用する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　携帯端末における使用のための方法であって、
　少なくとも一つのアンテナを介して、プロセッサにより、端末間(Ｄ２Ｄ)通信を実行す
るステップと、
　特定の条件を満たす場合、前記プロセッサにより、通信モード２に入るステップと、を
有し、
　前記特定の条件は、
　無線リンク失敗を検出するための第１のタイマＴ３１０が動作中である場合、接続再確
立を開始するための第２のタイマＴ３１１が動作中である場合、又は接続再確立を要求す
るための第３のタイマＴ３０１が動作中である場合のうち少なくとも一つを含み、
　前記通信モード２で、前記一つ以上のプロセッサは、Ｄ２Ｄデータ及びＤ２Ｄ制御情報
を伝送するためにリソースプールからリソースをそれ自身が選択し、前記第１、第２、及
び第３のタイマが動作しない場合に前記通信モード２から抜け出て通信モード１に入るよ
うに設定され、前記通信モード１で、前記一つ以上のプロセッサは他のステーションによ
り設定されるリソースを使用するように構成されることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記プロセッサは、前記第１、第２、及び第３のタイマが動作しない場合に前記通信モ
ード２から抜け出て通信モード１に入るように構成されることを特徴とする請求項１に記
載の方法。
【請求項３】
　前記他のステーションは、基地局又は中継ノードのうちいずれか一つであることを特徴
とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記リソースプールは、予め定義され、予め設定され、あるいは固定されることを特徴
とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記リソースプールは、基地局又は中継ノードのうちいずれか一つのシステム情報ブロ
ックに示されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記プロセッサは、物理Ｄ２Ｄ同期チャンネル(ＰＤ２ＤＳＣＨ)により前記リソースを
表示するように構成されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記携帯端末は、カバレッジの端の通信にあり、前記カバレッジの端の通信は、ネット
ワークカバレッジ内の境界とネットワークカバレッジの端の境界との間の領域に位置する
と定義されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　携帯端末における使用のための装置であって、
　少なくとも一つのアンテナを介して端末間(Ｄ２Ｄ)通信を実行するように設定される一
つ以上のプロセッサを含み、前記一つ以上のプロセッサは、
　特定の条件を満たす場合、通信モード２に入り、
　前記特定の条件は、
　無線リンク失敗を検出するための第１のタイマＴ３１０が動作中である場合、接続再確
立を開始するための第２のタイマＴ３１１が動作中である場合、又は接続再確立を要求す
るための第３のタイマＴ３０１が動作中である場合のうち少なくとも一つを含み、
　前記通信モード２で、前記一つ以上のプロセッサは、Ｄ２Ｄデータ及びＤ２Ｄ制御情報
を伝送するためにリソースプールからリソースをそれ自身が選択し、前記第１、第２、及
び第３のタイマが動作しない場合に前記通信モード２から抜け出て通信モード１に入るよ
うに設定され、前記通信モード１で、前記一つ以上のプロセッサは他のステーションによ
り設定されるリソースを使用するように構成されることを特徴とする装置。
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【請求項９】
　前記他のステーションは、基地局又は中継ノードのうちいずれか一つであることを特徴
とする請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記リソースプールは、予め定義され、予め設定され、あるいは固定されることを特徴
とする請求項８に記載の装置。
【請求項１１】
　前記リソースプールは、基地局又は中継ノードのうちいずれか一つのシステム情報ブロ
ックに示されることを特徴とする請求項８に記載の装置。
【請求項１２】
前記プロセッサは、物理Ｄ２Ｄ同期チャンネル(ＰＤ２ＤＳＣＨ)により前記リソースを表
示するように構成されることを特徴とする請求項８に記載の装置。
【請求項１３】
　前記携帯端末は、カバレッジの端の通信にあり、前記カバレッジの端の通信は、ネット
ワークカバレッジ内の境界とネットワークカバレッジの端の境界との間の領域に位置する
と定義されることを特徴とする請求項８に記載の装置。
【請求項１４】
　複数の指示を含む非一時的なコンピュータ読み取り可能な媒体であって、
　前記複数の指示は、プロセッサにより実行される場合に、前記プロセッサが、
　端末間(Ｄ２Ｄ)通信を通じて少なくとも一つの携帯端末と通信し、
　特定の条件が満たす場合に、通信モード２に入り、
　前記特定の条件は、
　無線リンク失敗を検出するための第１のタイマＴ３１０が動作中である場合、接続再確
立を開始するための第２のタイマＴ３１１が動作中である場合、又は接続再確立を要求す
るための第３のタイマＴ３０１が動作中である場合のうち少なくとも一つを含み、
　前記通信モード２で、前記複数の指示は、前記プロセッサにより実行される場合、Ｄ２
Ｄデータ及びＤ２Ｄ制御情報を伝送するためにリソースプールからリソースを前記プロセ
ッサがそれ自身に選択するように構成され、
　前記特定の条件がこれ以上満足しない場合、前記通信モード２から抜け出て通信モード
１に入るように構成され、前記通信モード１で、前記複数の指示は、前記プロセッサによ
り実行される場合、他のステーションにより設定されたリソースを前記プロセッサが使用
するように構成されることを特徴とする非一時的なコンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項１５】
　前記プロセッサは、前記第１、第２、及び第３のタイマが動作中でない場合、前記通信
モード２から抜け出て前記通信モード１に入るように構成されることを特徴とする請求項
１４に記載の非一時的なコンピュータ読み取り可能な媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は一般的に無線通信システムに関するもので、より詳細には端末間(Device-to-D
evice：Ｄ２Ｄ)通信に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、セルラーネットワークは、移動装置、又はユーザー装置(ＵＥ)、及び広帯域
又は近距離の地理的範囲でユーザーにサービスする固定的な通信インフラ(例えば、基地
局、アクセスポイント、又はｅＮＢ(enhanced　NodeB))の間で無線通信リンクを確立する
ように設計されてきた。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
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　しかしながら、無線ネットワークは、インフラ(infrastructure）の支援で、又はアク
セスポイントを配置する必要なくＤ２Ｄ通信リンクを活用して実現することができる。通
信ネットワークは、アクセスポイント(インフラストラクチャモード）と他のＤ２Ｄ可能
な装置の両方ともに接続可能な装置をサポートできる。以下、Ｄ２Ｄ可能な装置は、Ｄ２
Ｄ　ＵＥとして称される。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　上記のような目的を達成するために、本発明の第１の実施形態によれば、携帯端末が提
供される。携帯端末は、端末間(Ｄ２Ｄ)通信を通じて通信するように構成されるアンテナ
を含む。携帯端末は、Ｄ２Ｄ通信を介して他の携帯端末と通信するように構成されるプロ
セッシング回路を含む。処理回路は、所定の条件、すなわち無線リンク失敗を検出するた
めの第１のタイマＴ３１０が動作中である場合、接続再確立を開始するための第２のタイ
マＴ３１１が動作中である場合、あるいは接続再確立を要求するための第３のタイマＴ３
０１が動作中である場合のうち少なくとも一つを含む条件を満たす場合、通信モード２に
進入するように構成される。通信モード２で、プロセッシング回路は、Ｄ２ＤデータとＤ
２Ｄ制御情報を伝送するためにリソースプールからリソースを自ら選択するように構成さ
れる。上記した所定の条件がこれ以上満たされない場合、プロセッシング回路は、通信モ
ード２から出て通信モード１に入るように構成される。通信モード１において、プロセッ
シング回路はもう一つの基地局により構成されるリソースを使用するように構成される。
【０００５】
　本発明の第２の実施形態によれば、複数の命令を含む非一時的なコンピュータ読み取り
可能な媒体が提供される。複数の命令は、プロセッサにより実行される場合、所定の条件
、すなわち無線リンク失敗を検出するための第２のタイマＴ３１０が動作中である場合、
接続再確立を開始するための第２のタイマＴ３１１が動作中である場合、あるいは接続再
確立を要求するための第３のタイマＴ３０１が動作中である場合のうち少なくとも一つを
含む条件を満たす場合には通信モード２に進み、所定の条件をこれ以上満たさない場合に
は通信モード２から出て通信モード１に入るようにするために、プロセッサがＤ２Ｄ通信
を通じて少なくとも一つの携帯端末と通信するように構成される。通信モード２において
、これら命令は、Ｄ２Ｄデータ及びＤ２Ｄ制御情報を伝送するためにリソースプール(res
ource　pool)からリソースをプロセッサが自ら選択するようにする。通信モード１で、こ
れら命令はプロセッサがもう一つのステーションにより構成されるリソースを使用するよ
うにする。
【０００６】
　本発明の第３の実施形態によれば、無線通信装置で使用するための装置が提供される。
上記装置は、少なくとも一つのアンテナを介してＤ２Ｄ通信を遂行するように構成される
一つ以上のプロセッサを含む。さらに、一つ以上のプロセッサは、所定の条件、すなわち
無線リンク失敗を検出するための第２のタイマＴ３１０が動作中である場合、接続再確立
を開始するための第２のタイマＴ３１１が動作中である場合、又は接続再確立を要求する
ための第３のタイマＴ３０１が動作中である場合のうち少なくとも一つを含む条件を満た
す場合には通信モード２に進入し、所定の条件をこれ以上満たさない場合には通信モード
２から出て通信モード１に入るように構成される。通信モード２において、一つ以上のプ
ロセッサは、Ｄ２Ｄデータ及びＤ２Ｄ制御情報を伝送するためにリソースプールからリソ
ースを自ら選択するように構成される。通信モード１において、一つ以上のプロセッサは
、もう一つのステーションにより構成されるリソースを使用するように構成される。
　その他の技術的特徴は、下記の図面、詳細な説明、及び請求範囲から当該技術分野にお
ける通常の知識を持つ者には明らかである。
【０００７】
　本発明の詳細な説明に先立って、本明細書の全般にわたって使用される特定の単語及び
語句の定義を説明することが好ましい。“接続（結合）する(couple)”という語句とその
派生語は、２個以上の構成要素の間で、相互に物理的な接触状態にあるか否か、それら間
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の任意の直接的又は間接的通信を称する。“送信する(transmit)”、“受信する(receive
)”、及び“通信する(communicate)”という用語だけでなく、その派生語は、直接及び間
接的な通信の両方ともを含む 。。“含む（include）”及び “備える（comprise）”と
いう語句だけではなく、その派生語（derivatives thereof）は、限定ではなく、含みを
意味する。“又は（or）”という用語は、“及び／又は（and/or）”の意味を包括する。
“関連した（associated with）”及び“それと関連した（associated therewith）”と
いう語句だけではなく、その派生語句は、“含む（include）”、“含まれる（be includ
ed within）”、“相互に連結する（interconnect with）”、“包含する（contain）”
、“包含される（be contained within）”、“連結する（connect to or with）”、“
結合する（couple to or with）”、“疎通する（be communicable with）”、“協力す
る（cooperate with）”、“相互配置する（interleave）”、“並置する（juxtapose）
”、“近接する（be proximate to）”、“接する（be bound to or with）”、“有する
（have）”、及び“特性を有する（have a property of）”などを意味することができる
。“制御部(controller)”は、少なくとも１つの動作を制御する装置、システム又はその
部分を意味するもので、ハードウェア、ファームウェア、ソフトウェア、又は、それらの
うちの２つ以上の組合せで実現することができる。ある特定の制御器に関連した機能性は
、ローカルでも遠隔でも、集中するか又は分散することができることに留意しなければな
らない。“少なくとも一つの(at least one of)”と
いう語句は、項目のリストとともに使用されるときに、リストされた項目のうち一つ以上
の異なる組み合せが使用され、そのリスト内の一つの項目のみが必要とされることができ
ることを意味する。例えば、“Ａ、Ｂ、及びＣのうち少なくとも一つは、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ａ
及びＢ、Ａ及びＣ、Ｂ及びＣ、そしてＡとＢとＣ”のような組み合せのうちいずれか一つ
を含む。
【０００８】
　特定の単語及び語句に関するこのような定義は、本明細書の全般にわたって規定される
もので、当業者には、大部分の場合ではなくても、多くの場合において、このような定義
がそのように定義された単語及び語句の先行使用にはもちろん、将来の使用にも適用され
るものであることが自明である。
【０００９】
　本発明のより完全な理解及びそれに従う利点は、添付された図面とともに考慮すれば、
後述する詳細な説明を参照してより容易に理解できる。また、図面中、同一の参照符号は
、同一であるか又は類似した構成要素を示す。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明による無線ネットワークの一例を示す図である。
【図２Ａ】本発明による無線送信及び受信経路の一例を示す図である。
【図２Ｂ】本発明による無線送信及び受信経路の一例を示す図である。
【図３】本発明によるユーザー装置の一例を示す図である。
【図４】本発明によるｅＮｏｄｅＢの一例を示す図である。
【図５】本発明によるＤ２Ｄ通信ネットワークのトポロジ(topology)を示す図である。
【図６】本発明の実施形態によるＤ２Ｄデータ及び制御のためのフレーム構造を示す図で
ある。
【図７Ａ】本発明の実施形態によるモード１又はモード２、又はそれら両方ともでの送信
及び受信関係を示す図である。
【図７Ｂ】本発明の実施形態によるモード１又はモード２、又はそれら両方ともでの送信
及び受信関係を示す図である。
【図７Ｃ】本発明の実施形態によるモード１又はモード２、又はそれら両方ともでの送信
及び受信関係を示す図である。
【図７Ｄ】本発明の実施形態によるモード１又はモード２、又はそれら両方ともでの送信
及び受信関係を示す図である。
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【図８Ａ】本発明の実施形態による移動装置の動作状態を示す図である。
【図８Ｂ】本発明の実施形態による移動装置の動作状態を示す図である。
【図８Ｃ】本発明の実施形態による移動装置の動作状態を示す図である。
【図８Ｄ】本発明の実施形態による移動装置の動作状態を示す図である。
【図８Ｅ】本発明の実施形態による移動装置の動作状態を示す図である。
【図８Ｆ】本発明の実施形態による移動装置の動作状態を示す図である。
【図９】本発明の実施形態により、モード１又はモード２での送信のための分離されたリ
ソースでＤ２Ｄデータ及び制御のための典型的なフレーム構造を示す図である。
【図１０】本発明の実施形態によるモード１又はモード２において、Ｄ２Ｄ　ＵＥが他の
ＵＥにより伝送されるＤ２Ｄ制御/データ情報を受信及び復号化するプロセスを示す図で
ある。
【図１１】本発明の実施形態による異なる条件に従って、Ｄ２Ｄ　ＵＥがモード１又はモ
ード２で他のＵＥにより伝送されるＤ２Ｄ制御/データ情報を受信及び復号化するプロセ
スを示す図である。
【図１２】本発明の実施形態により、Ｄ２Ｄ　ＵＥがモード１又はモード２で他のＵＥに
より伝送されるＤ２Ｄ制御及びデータ情報を受信及び復号化するプロセスを示す図である
。
【図１３】本発明の実施形態による移動性(mobility)によるＤ２Ｄ通信再設定(reconfigu
ration)のためのシナリオを示す図である。
【図１４】本発明の実施形態による移動性によるＤ２Ｄ通信再設定のための動作を示す図
である。
【図１５】本発明の実施形態による移動性によるＤ２Ｄ通信再設定のためのシナリオを示
す図である。
【図１６】本発明の実施形態による移動性によるＤ２Ｄ通信再設定のための動作を示す図
である。
【図１７】本発明の実施形態による移動性及びハンドオーバーよるＤ２Ｄ通信再設定のた
めのシナリオを示す図である。
【図１８】本発明の実施形態による移動性によるＤ２Ｄ通信再設定のための例示的な動作
を示す図である。
【図１９】本発明の実施形態による移動性によるＤ２Ｄ通信再設定のための例示的なシナ
リオを示す図である。
【図２０】本発明の実施形態による移動性によるＤ２Ｄ通信再設定のための例示的な動作
を示す図である。
【図２１】本発明の実施形態による異なる条件又は基準に従って、Ｄ２Ｄ　ＵＥがモード
１又はモード２で伝送するプロセス２０００を示す図である。
【図２２Ａ】本発明の実施形態による異なる条件又は基準に従って、Ｄ２Ｄ　ＵＥがモー
ド２を使用する例示的な動作を示す図である。
【図２２Ｂ】本発明の実施形態による異なる条件又は基準に従って、Ｄ２Ｄ　ＵＥがモー
ド２を使用する例示的な動作を示す図である。
【図２２Ｃ】本発明の実施形態による異なる条件又は基準に従って、Ｄ２Ｄ　ＵＥがモー
ド２を使用する例示的な動作を示す図である。
【図２３Ａ】本発明の実施形態による異なる条件又は基準に従って、Ｄ２Ｄ　ＵＥがモー
ド２を使用する例示的な動作を示す図である。
【図２３Ｂ】本発明の実施形態による異なる条件又は基準に従って、Ｄ２Ｄ　ＵＥがモー
ド２を使用する例示的な動作を示す図である。
【図２３Ｃ】本発明の実施形態による異なる条件又は基準に従って、Ｄ２Ｄ　ＵＥがモー
ド２を使用する例示的な動作を示す図である。
【図２４Ａ】本発明の実施形態による異なる条件又は基準に従って、Ｄ２Ｄ　ＵＥがモー
ド２を使用する例示的な動作を示す図である。
【図２４Ｂ】本発明の実施形態による異なる条件又は基準に従って、Ｄ２Ｄ　ＵＥがモー
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ド２を使用する例示的な動作を示す図である。
【図２４Ｃ】本発明の実施形態による異なる条件又は基準に従って、Ｄ２Ｄ　ＵＥがモー
ド２を使用する例示的な動作を示す図である。
【図２５】本発明の実施形態による異なる条件又は基準に従って、Ｄ２Ｄ　ＵＥがモード
２を使用する例示的な動作を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下に説明する図１乃至図２５及びこの特許文献で本発明の開示原理を説明するために
使用される多様な実施形態は、ただ例示としてのみ提供され、開示の範囲を制限するいか
なる方法としても理解されてはならない。本発明の開示原理が適切に配列された装置及び
システムで様々な変形が実施可能であることは、当該技術分野における通常の知識を持つ
者には理解できることであろう。
【００１２】
Ｄ２Ｄ通信は、主通信ネットワークに補完的ないろいろな種類のサービスを実現し、ネッ
トワークトポロジのフレキシブルに基づいて新たなサービスを提供するために使用される
こともある。ブロードキャスティング又はグループキャスティング(groupcasting）のよ
うなＬＴＥ　Ｄ２Ｄマルチキャスト通信は、ＵＥが範囲内のすべてのＤ２Ｄ-可能型ＵＥ
又は特定のグループのメンバーであるＵＥのサブセットにメッセージを伝送できるＤ２Ｄ
通信のための潜在的な手段として確認されている。未来の公衆保安ネットワークは、セル
ラー通信モードとＤ２Ｄ通信モードとの間で切り替えをする場合、ほぼ同時的方式で装置
が動作することが必要であると予想される。したがって、本発明の実施形態では、このよ
うな展開計画においてＤ２Ｄ通信を管理できるプロトコルを示す。
【００１３】
　図１は、本発明による無線ネットワーク１００の一例を示す。図１に示す無線ネットワ
ーク１００の実施形態は、単に例示の目的のためのものである。無線ネットワーク１００
の他の実施形態は、本発明の範囲から逸脱することなく、使用することもある。
【００１４】
　無線ネットワーク１００は、ｅＮｏｄｅＢ(ｅＮＢ)１０１、ｅＮＢ１０２、及びｅＮＢ
１０３を含む。上記したｅＮＢ１０１は、ｅＮＢ１０２及びｅＮＢ１０３と通信する。上
記したｅＮＢ１０１は、インターネット、専用(proprietary)ＩＰネットワーク、又はそ
の他のデータネットワークのような少なくとも一つのインターネットプロトコル(ＩＰ)ネ
ットワーク１３０とも通信する。
【００１５】
　ネットワークのタイプに従って、ｅＮｏｄｅＢ又はｅＮＢの代わりに基地局又はアクセ
スポイントのような他の知られている用語が使用することもできる。説明の便宜上、ｅＮ
ｏｄｅＢ及びｅＮＢという用語は、本願で遠距離端末に無線接続を提供するネットワーク
インフラ(infrastructure)要素を称するために使用される。また、ネットワークのタイプ
に従って、“ユーザー装置(ＵＥ)”の代わりに移動局、加入者ステーション、遠距離端末
、無線端末、又はユーザー装置のような他の知られている用語が使用されてもよい。便宜
上、“ユーザー装置”及び“ＵＥ”という用語は、そのＵＥが(携帯電話又はスマートフ
ォンのような)移動装置、又は(デスクトップコンピュータ又は自動販売機のような)固定
装置、あるいはｅＮＢを無線で接続する遠距離無線装置を称するために本願で使用される
。
【００１６】
　上記したｅＮＢ１０２は、そのｅＮＢ１０２のカバレッジ領域１２０内で第１の複数の
ユーザー装置(ＵＥ）に対して該当ネットワーク１３０に無線広帯域接続を提供する。一
つ以上のＵＥは、Ｄ２Ｄ　ＵＥで構成される。第１の複数のＵＥは、小企業(ＳＢ)に配置
できるＵＥ１１１、大企業(Ｅ)に配置できるＵＥ１１２、ＷｉＦｉホットスポット(ＨＳ
）に配置できるＵＥ１１３、第１の居住地(Ｒ)に設置できるＵＥ１１４、第２の居住地(
Ｒ)に設置できるＵＥ１１５、及びセルラーフォン、無線ラップトップ、無線ＰＤＡのよ
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うな移動装置であるＵＥ１１６を含む。ｅＮＢ１０３は、ｅＮＢ１０３のカバレッジ領域
１２５内で第２の複数のユーザー装置(ＵＥ)に対してネットワーク１３０に無線広帯域接
続を提供する。第２の複数のＵＥは、ＵＥ１１５及びＵＥ１１６を含む。所定の実施形態
において、一つ以上のｅＮＢ１０１-１０３は、５Ｇ、ＬＴＥ、ＬＴＥ-Ａ、ＷｉＭＡＸ、
又はその他の進歩した無線通信技術を使用して相互に、上記したＵＥ１１１-１１６と通
信することもある。
【００１７】
　点線部分は、カバレッジ領域１２０，１２５の概略的な範囲を示し、これは例示と説明
の目的上、ほぼ円形で示される。上記したカバレッジ領域１２０及び１２５のようなｅＮ
Ｂに関連した通信カバレッジ領域は、そのｅＮＢの構成と自然的及び人工的な妨害物に関
連した無線環境の変化に従って不規則な形態を含んで多様な他の形状を有することは、明
らかなことである。
【００１８】
　以下により詳細に示すように、一つ以上のｅＮＢ１０１-１０３及び一つ以上のＵＥ１
１１-１１６は、Ｄ２Ｄ　ＵＥの同期(sync)をサポートするためのメカニズムを含む。加
えて、一つ以上のｅＮＢ１０１-１０３は、一つ以上のＵＥ１１１-１１６のようなＤ２Ｄ
　ＵＥに、そのＤ２Ｄ　ＵＥが同期化できるネットワークノードの優先順位を判定するた
めに活用できる情報を通知するように構成される。最後に、一つ以上のｅＮＢ１０１-１
０３は、Ｄ２Ｄ　ＵＥの配置構造又は位置の変化がある場合、同期の迅速な再確立を保証
するように構成される。
【００１９】
　図１は、無線ネットワーク１００の一例を示すが、図１に対して多様な変化が可能であ
る。例えば、無線ネットワーク１００は、任意の適切な配列からなる任意の数のｅＮＢと
任意の数のＵＥを含むことができる。また、ｅＮＢ１０１は、任意の数のＵＥと直接通信
してもよく、またネットワーク１３０に対する無線広帯域接続をそのＵＥに提供してもよ
い。同様に、各々ｅＮＢ１０２-１０３は、ネットワーク１３０と直接通信してもよく、
ネットワーク１３０に対する直接的な無線広帯域接続をＵＥに提供してもよい。さらに、
上記したｅＮＢ１０１，１０２，及び/又は１０３は、外部電話ネットワーク又は他のタ
イプのデータネットワークのようなその他の又は付加的な外部ネットワークに対して接続
を提供してもよい。
【００２０】
　図２Ａ及び図２Ｂは、本発明による無線送信及び受信経路の一例を示す。以下の説明に
おいて、送信経路２００は、ｅＮＢ１０２のような一つのｅＮＢで実現されると記述でき
る一方、受信経路２５０は、ＵＥ１１６のような一つのＵＥで実現されると記述できる。
しかしながら、上記した受信経路２５０がｅＮＢで実現でき、また送信経路２００がＵＥ
で実現されるできることも理解することができる。一部実施形態においては、送信経路２
００と受信経路２５０は、Ｄ２Ｄ　ＵＥの同期化をサポートするように構成され、そのＤ
２Ｄ　ＵＥが同期化できるネットワークノードの優先順位を判定するために活用可能であ
る情報に対してＤ２Ｄ　ＵＥに通知するように構成され、Ｄ２Ｄ　ＵＥの配置構造又は位
置に変化がある場合に同期の迅速な再確立を保証するように構成される。
【００２１】
　送信経路２００は、チャンネル符号化及び変調部２０５、直列-並列(S-to-P)変換部２
１０、サイズＮ逆高速フーリエ変換部(ＩＦＦＴ)２１５、並列-直列(P-to-S）変換部２２
０、サイクリックプリフィックス付加ブロック(add　cyclic　prefix　block)２２５、及
びアップコンバータ(ＵＣ)２３０を含む。受信経路２５０は、ダウンコンバータ２５５、
サイクリックプレフィックス除去ブロック２６０、直列-並列(S-to-P)変換部２６５、サ
イズＮ高速フーリエ変換部(ＦＦＴ)２７０、並列-直列(P-to-S）変換部２７５、及びチャ
ンネル復号化及び復調部２８０を含む。
【００２２】
　送信経路２００において、チャンネル符号化及び変調部２０５は、１セットの情報ビッ
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トを受信し、(低密度パリティ検事符号化(ＬＤＰＣ）のような方式の)符号化を適用し、
ＱＰＳＫ(Quadrature　Phase　Shift　Keying)又はＱＡＭ(Quadrature　Amplitude　Modu
lation）のような方式で入力ビットを変調して一連の周波数-ドメイン変調シンボルを生
成する。直列-並列(S-to-P)変換部２１０は、サイズＮの並列シンボルストリームを生成
するために直列変調されたシンボルを並列データに(逆多重化のように)変換し、ここで、
Ｎは、ｅＮＢ１０２とＵＥ１１６で使用されるＩＦＦＴ/ＦＦＴのサイズである。上記サ
イズＮ　ＩＦＦＴブロック２１５は、Ｎ並列シンボルストリームに対するＩＦＦＴ演算を
遂行してタイム-ドメイン出力信号を発生する。並列-直列(P-to-S）変換部２２０は、直
列タイム-ドメイン信号を生成するためにサイズＮ　ＩＦＦＴブロック２１５からの並列
タイム-ドメインシンボルを(多重化のように)変換する。上記したサイクリックプレフィ
ックス付加ブロック２２５は、タイム-ドメイン信号にサイクリックプレフィックスを挿
入する。アップコンバータ２３０は、サイクリックプレフィックス付加ブロック２２５の
出力を、無線チャンネルを通じる伝送のためにＲＦ周波数に(アップコンバータのように)
変調する。また、上記した信号は、ＲＦ周波数に変換される前にベースバンドでフィルタ
リングが実行されてもよい。
【００２３】
　ｅＮＢ１０２から伝送されるＲＦ信号は、無線チャンネルを通過した後にＵＥ１１６に
到達し、ＵＥ１１６ではｅＮＢ１０２での動作に対する逆動作が実行される。ダウンコン
バータ２５５は、受信された信号をベースバンド周波数にダウンコンバートし、サイクリ
ックプレフィックス除去ブロック２６０は、サイクリックプレフィックスを除去して直列
になる時間-ドメインベースバンド信号を生成する。直列-並列(S-to-P)変換部２６５は、
時間-ドメインベースバンド信号を並列の時間-ドメイン信号に変換する。サイズＮ　ＦＦ
Ｔ部２７０は、ＦＦＴアルゴリズムを実行することにより、並列の周波数-ドメイン信号
を生成する。並列-直列変換部２７５は、並列の周波数-ドメイン信号を一連の変調された
データシンボルに変換する。チャンネル復号化及び復調部２８０は、変調されたシンボル
を復調して復号化して元の入力データストリームを回収する。
【００２４】
　各々のｅＮＢ１０１-１０３は、ＵＥ１１１-１１６へのダウンリンクでの送信に類似し
た送信経路２００を実現し、ＵＥ１１１-１１６からのアップリンクでの受信に類似した
受信経路２００を実現することができる。同様に、ＵＥ１１１-１１６は、各々ｅＮＢ１
０１-１０３へのアップリンクでの送信のための送信経路２００を実現し、ｅＮＢ１０１-
１０３からのダウンリンクでの受信のための受信経路２００を実現することができる。
【００２５】
　図２Ａ及び図２Ｂで、構成要素の各々は、単にハードウェアのみを用いて、あるいはハ
ードウェア及びソフトウェア/ファームウェアの組み合わせを用いて実現され得る。特定
の一例では、図２Ａ及び図２Ｂで構成要素のうち少なくとも一部はソフトウェアで実現さ
れてもよく、他の構成要素は、構成型ハードウェア又はソフトウェアと構成型ハードウェ
アの混合で実現されてもよい。例えば、ＦＦＴ部２７０及びＩＦＦＴ部２１５は、構成可
能なソフトウェアアルゴリズムとして実現することができ、ここでサイズＮの値はそのよ
うな実現に従って変更され得る。
【００２６】
　さらに、ここでは、ＦＦＴ及びＩＦＦＴとして記述されるが、これは、単にその実施例
を示すものに過ぎず、本発明の範囲をそれのみに限定するものとして理解してはならない
。離散フーリエ変換(ＤＦＴ)及び逆離散フーリエ変換(ＩＤＦＴ）のような他のタイプの
変換法(transform)を使用することができる。上記した変数Ｎの値は、ＤＦＴ及びＩＤＦ
Ｔ関数に対しては(１，２，３，４のような)任意の整数であるが、ＦＦＴ及びＩＦＦＴ関
数に対する変数Ｎの値は、(１，２，４，８、１６のような)２の累乗の整数であり得る。
【００２７】
　図２Ａ及び図２Ｂは、無線送信及び受信経路の例を示すが、これら図に対して多様な変
形も可能である。例えば、図２Ａ及び図２Ｂにおいて、様々な構成要素は、組み合わせる
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か、分割されるか、あるいは省略され、付加的な要素が特定の要件に従って追加され得る
。また、図２Ａ及び図２Ｂは、無線ネットワークで使用される送信及び受信経路のタイプ
の例を示す。他の形態の適切な構造が無線ネットワークで無線通信をサポートするために
使用できる。
【００２８】
　図３は、本発明によるＵＥ１１６の一例を示す。図３に示すＵＥ１１６の実施形態では
、単に例示のためのものであり、図１のＵＥ１１１-１１５は同一の又は類似した構成を
有することができる。しかしながら、ＵＥは、非常に多様な構成からなり、図３は、特定
のＵＥの実現のみに対して本発明の範囲を限定するものではない。
【００２９】
　ＵＥ１１６は、アンテナ３０５、無線周波数(ＲＦ)送受信器３１０、送信(ＴＸ)プロセ
ッシング回路３１５、マイクロホン３２０、及び受信(ＲＸ)プロセッシング回路３２５を
含む。図３の実施形態では、一つのアンテナが一つのＲＦ送受信器３１０に接続されるこ
とを示すが、複数の送受信器に各々接続される複数のアンテナを含む実施形態が本発明の
範囲から逸脱することなく活用することもある。ＵＥ１１６は、スピーカ３３０、メイン
プロセッサ３４０、入出力(Ｉ/Ｏ)インターフェース３４５、キーパッド３５０、ディス
プレイ３５５、及びメモリ３６０を含む。メモリ３６０は、基本的なオペレーティングシ
ステム(ＯＳ)プログラム３６１及び一つ以上のアプリケーション３６２を含む。
【００３０】
　ＲＦ送受信器３１０は、ネットワーク１００のｅＮＢにより伝送される受信ＲＦ信号を
アンテナ３０５から受信する。ＲＦ送受信器３１０は、上記した受信ＲＦ信号をダウンコ
ンバートすることにより、中間周波数(ＩＦ)又はベースバンド信号を生成する。このＩＦ
又はベースバンド信号は、ＲＸプロセッシング回路３２５に伝送され、これはそのベース
バンド又はＩＦ信号をフィルタリング、復号化、及び/又はデジタル化することにより処
理されるベースバンド信号を発生させる。ＲＸプロセッシング回路３２５は、処理された
ベースバンド信号を(音声データのために)スピーカ３３０に、又は追加的処理のために(
Ｗｅｂブラウジングデータのために)メインプロセッサ３４０に伝送する。
【００３１】
　ＴＸプロセッシング回路３１５は、マイクロホン３２０からアナログ又はデジタルから
なる音声データ又はメインプロセッサ３４０から他の送出用ベースバンドデータ(Ｗｅｂ
データ、電子メール、又は双方向ビデオゲームデータのような)を受信する。ＴＸプロセ
ッシング回路３１５は、上記した送出用ベースバンドデータを符号化、多重化、及び/又
はデジタル化することで、処理されたベースバンド又はＩＦ信号を生成する。ＲＦ送受信
器３１０は、ＴＸプロセッシング回路３１５から送出用処理されたベースバンド又はＩＦ
信号を受信し、そのベースバンド又はＩＦ信号を、アンテナ３０５を介して送信されるＲ
Ｆ信号にアップコンバートする。
【００３２】
　メインプロセッサ３４０は、一つ以上のプロセッサ又は他のプロセッシング装置を含み
、ＵＥ１１６の全般的な動作を制御するためにメモリ３６０に格納されているＯＳプログ
ラム３６１を実行する。例えば、メインプロセッサ３４０は、公知の原理に従ってＲＦ送
受信器３１０、ＲＸプロセッシング回路３２５、及びＴＸプロセッシング回路３１５によ
る順方向チャンネル信号の受信と逆方向チャンネル信号の送信を制御できる。一つの実施
形態では、上記したメインプロセッサ３４０は、少なくとも一つのマイクロプロセッサ又
はマイクロコントローラを含む。
【００３３】
　また、メインプロセッサ３４０は、Ｄ２Ｄ　ＵＥの同期化をサポートするための動作の
ような、メモリ３６０に格納されている他のプロセスとプログラムを実行し、このような
同期化が遂行されるネットワークノードの優先順位を決定するために情報を受信及び活用
し、ＵＥの配置構造又は位置に変化がある場合に迅速な同期の再確立のために動作するこ
とができる。メインプロセッサ３４０は、実行プロセスによる要求のようにメモリ３６０
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の内外にデータを移動させ得る。所定の実施形態では、メインプロセッサ３４０は、ｅＮ
Ｂ又はオペレータから受信された信号に応答してＯＳプログラム３６１に基づいてアプリ
ケーション３６２を実行するように構成される。メインプロセッサ３４０は、ラップトッ
プコンピュータ及び携帯用コンピュータのような他の装置に接続する機能をＵＥ１１６に
提供するＩ/Ｏインターフェース３４５に接続され得る。Ｉ/Ｏインターフェース３４５は
、このような付属装置とメインプロセッサ３４０との間の通信経路である。
【００３４】
　メインプロセッサ３４０は、キーパッド３５０とディスプレイ装置３５５にも接続され
る。ＵＥ１１６のオペレータは、キーパッド３５０を用いてＵＥ１１６にデータを入力す
る。ディスプレイ装置３５５は、例えばＷｅｂサイトからテキスト及び/又は少なくとも
制限されたグラフィックを提供する液晶ディスプレイ又はその他の表示装置であり得る。
【００３５】
　メモリ３６は、メインプロセッサ３４０に接続される。メモリ３６０の一部は、ランダ
ムアクセスメモリ(ＲＡＭ)を含むことができ、そのメモリの他の一部はフラッシュメモリ
又はその他の読み取り専用メモリ(ＲＯＭ)を含むことができる。
【００３６】
　図３は、ＵＥ１１６の一例を示すが、図３に対して様々な変形がなされ得る。例えば、
図３における多様な構成要素は、組み合わせ、分割、又は省略可能であり、付加的な要素
が特定の必要に応じて追加できる。特別な一例としては、メインプロセッサ３４０は、一
つ以上の中央処理装置(ＣＰＵ)及び一つ以上のグラフィック処理装置(ＧＰＵ）のような
複数のプロセッサに分割できる。また、図３は、ＵＥ１１６が携帯電話又はスマートフォ
ンで構成されることを示すが、ＵＥは、他のタイプの移動型又は固定型装置として動作す
るように構成されてもよい。
【００３７】
　図４は、本発明によるｅＮＢ１０２の一例を示す。図４に示すｅＮＢ１０２の実施形態
は、単に例示のためのものであり、また図１の他のｅＮＢが同一又は類似した構成を有す
ることができる。しかしながら、ｅＮＢは、大変に多様な構成からなるもので、図４は、
本発明の範囲を任意のｅＮＢの特定の実現にのみ限定するものではない。
【００３８】
　ｅＮＢ１０２は、複数のアンテナ４０５ａ-４０５ｎ、複数のＲＦ送受信器４１０ａ-４
１０ｎ、送信(ＴＸ)プロセッシング回路４１５、及び受信(ＲＸ)プロセッシング回路４２
０を含む。ｅＮＢ１０２は、また、コントローラ/プロセッサ４２５、メモリ４３０、及
びバックホール(backhaul)又はネットワークインターフェース４３５を含む。
【００３９】
　上記したＲＦ送受信器４１０ａ-４１０ｎは、ＵＥ又は他のｅＮＢにより送信される信
号のように受信ＲＦ信号をアンテナ４０５ａ-４０５ｎから受信する。ＲＦ送受信器４１
０ａ-４１０ｎは、このような受信ＲＦ信号をダウンコンバートしてＩＦ又はベースバン
ド信号を生成する。ＩＦ又はベースバンド信号は、ＲＸプロセッシング回路４２０に伝送
され、ＲＸプロセッシング回路は、そのベースバンド又はＩＦ信号をフィルタリング、復
号化、及び/又はデジタル化することにより、所定の処理されたベースバンド信号を生成
する。ＲＸプロセッシング回路３２０は、処理されたベースバンド信号を後続的な処理の
ためにコントローラ/プロセッサ４２５に伝送する。
【００４０】
　ＴＸプロセッシング回路４１５は、コントローラ/プロセッサ４２５から(音声データ、
Ｗｅｂデータ、電子メール、又は双方向ビデオゲームデータのような)アナログ又はデジ
タルデータを受信する。ＴＸプロセッシング回路４１５は、上記した送出用ベースバンド
データを符号化、多重化、及び/又はデジタル化して所定の処理されたベースバンド又は
ＩＦ信号を生成する。ＲＦ送受信器４１０ａ-４１０ｎは、ＴＸプロセッシング回路４１
５から送出用処理されたベースバンド又はＩＦ信号を受信し、そのベースバンド又はＩＦ
信号をアンテナ４０５ａ-４０５ｎを介して送信されるＲＦ信号にアップコンバートする
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。
【００４１】
　コントローラ/プロセッサ４２５は、ｅＮＢ１０２の全般的な動作を制御する一つ以上
のプロセッサ又は他のプロセッシング装置を含む。例えば、コントローラ/プロセッサ４
２５は、公知の原理に従って、ＲＦ送受信器４１０ａ-４１０ｎ、ＲＸプロセッシング回
路４２０、及びＴＸプロセッシング回路４１５による逆方向チャンネル信号の受信と逆方
向チャンネル信号の送信を制御できる。コントローラ/プロセッサ４２５は、より進歩し
た形態の無線通信機能のような付加機能をサポートできる。例えば、コントローラ/プロ
セッサ４２５は、複数のアンテナ４０５ａ-４０５ｎからの送出信号を相異なるように調
整し、それによって、送出信号を所望する方向に効果的に調整するビームフォーミング又
は方向性ルーティング(directional　routing)動作をサポートできる。多様な他の機能の
うちいずれか一つは、コントローラ/プロセッサ４２５によりｅＮＢ１０２でサポートさ
れ得る。一実施形態では、コントローラ/プロセッサ４２５は、少なくとも一つのマイク
ロプロセッサ又はマイクロコントローラを含むことができる。
【００４２】
　コントローラ/プロセッサ４２５は、基本的なＯＳのような、メモリ４３０に格納され
ているプログラムと他のプロセスを実行できる。コントローラ/プロセッサ４２５は、実
行プロセスによる要求のようにメモリ４３０の内外にデータを移動させ得る。
【００４３】
　コントローラ/プロセッサ４２５は、バックホール又はネットワークインターフェース
４３５に接続される。このバックホール又はネットワークインターフェース４３５は、ｅ
ＮＢ１０２がバックホール接続又はネットワーク上で他の装置又はシステムと通信するこ
とを可能にする。インターフェース４３５は、任意の適合した有線又は無線の接続上で通
信をサポートできる。例えば、ｅＮＢ１０２が５Ｇ、ＬＴＥ、又はＬＴＥ-Ａのようなセ
ルラー通信システムの一部として実現される場合、バックホール又はネットワークインタ
ーフェース４３５は、ｅＮＢ１０２が有線又は無線バックホール接続上で他のｅＮＢと通
信することを可能にする。ｅＮＢ１０２がアクセスポイントとして実現される場合に、イ
ンターフェース４３５は、ｅＮＢ１０２が有線又は無線ＬＡＮ上で又は(インターネット
のような)より大きいネットワークに対する有線又は無線接続で通信することを可能にす
る。インターフェース４３５は、イーサネット（登録商標）(Ethernet)又はＲＦ送受信器
のような有線又は無線接続上の通信をサポートする任意の適合した構成を含む。
【００４４】
　メモリ４３０は、コントローラ/プロセッサ４２５に接続される。メモリ４３０の一部
は、ＲＡＭを含むことができ、またメモリ４３０の他の一部はフラッシュメモリ又は他の
ＲＯＭを含むことができる。
【００４５】
　以下に詳細に説明されるように、Ｄ２Ｄ　ＵＥの同期化をサポートする(ＲＦ送受信器
４１０ａ-４１０ｎ、ＲＸプロセッシング回路４２０、及び/又はＴＸプロセッシング回路
４１５を用いて実現される)ｅＮＢ１０２の送信及び受信経路は、Ｄ２Ｄ　ＵＥが同期化
できるネットワークノードの優先順位を決定するために活用可能な情報に対してＤ２Ｄ　
ＵＥに通知するように構成され、またＤ２Ｄ　ＵＥの配置構造又は位置の変化がある場合
、迅速な同期の再確立(re-establishment)を保証するように構成される。
【００４６】
　図４は、ｅＮＢ１０２の一例を示すが、図４に対して多様な変化がなされることができ
る。例えば、ｅＮＢ１０２は、図４に示す各構成要素の任意の数を含むこともできる。特
定の一例として、アクセスポイントは、一定数のインターフェース４３５を含むことがで
き、またコントローラ/プロセッサ４２５は、相異なるネットワークアドレス間のデータ
の方向を設定するルーティング機能をサポートできる。もう一つの特定の例として、一つ
のケースのＴＸプロセッシング回路４１５と一つのケースのＲＸプロセッシング回路４２
０を含むことを示すが、上記したｅＮＢ１０２は、(ＲＦ送受信器当たり一つずつのよう
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に)複数のケースのプロセッシング回路を含むこともできる。
【００４７】
　図５は、本発明によるＤ２Ｄ通信ネットワークの例示的なトポロジを示す。図５に示す
Ｄ２Ｄ通信ネットワーク５００の実施形態は、単に例示のためのものであり、本発明の範
囲から逸脱しない限り、他の実施形態が使用できる。
【００４８】
　上記したＤ２Ｄ通信ネットワーク５００は、ネットワーク通信可能(カバレッジ)境界５
１０内にある複数のＵＥと通信可能なｅＮＢ５０５を含む。ｅＮＢ５０５は、ネットワー
クカバレッジ境界５１０内のＵＥ１　５１５、ＵＥ２　５２０、及びＵＥ３　５２５と通
信する。図５に示す例において、残っている他のＵＥは、ネットワークカバレッジ境界５
１０の外側に存在する。図５に示す例において、ＵＥ１　５１５及びＵＥ２　５２０は、
相互にＤ２Ｄ通信に参加し、ＵＥ３　５２５は、ＵＥ４　５３０及びＵＥ５　５３５とＤ
２Ｄ通信を実行し、ＵＥ６　５４０は、ＵＥ７　５４５とＤ２Ｄ通信をしつつ、ＵＥ７　
５４５は、ＵＥ８　５５０とＤ２Ｄ通信を実行する。
【００４９】
　Ｄ２Ｄ通信ネットワークで制御要素とデータ通信は、Ｄ２Ｄ通信を可能にする必須的な
構成要素である。Ｄ２Ｄ　ＵＥがネットワークカバレッジ境界５１０内にある場合、ｅＮ
Ｂ５０５は、Ｄ２Ｄ通信のためのリソースを制御し、スケジューリング割り当て(ＳＡ)の
ためのリソースを提供することができる。ＳＡは、ＵＥ１　５１５のような第１のＤ２Ｄ
　ＵＥから第２のＤ２Ｄ　ＵＥ、すなわちＵＥ２　５２０に伝送され、ＵＥ１　５１５か
らのＤ２Ｄデータ伝送のためにリソースを提供するように、Ｄ２Ｄデータ通信をスケジュ
ーリングすることができる。ＳＡのためのリソースのプール又はカバレッジ外(Out-Of-Co
verage：ＯＯＣ)Ｄ２Ｄ　ＵＥに対するデータは、Ｄ２Ｄ　ＵＥに表示され、それによっ
て、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、競合(contention）を遂行してＳＡを伝送できる。Ｄ２Ｄ　ＵＥは
、カバレッジ内(In-Coverage：ＩＣ)、ネットワークの端(Edge-Network：ＥＮ)カバレッ
ジ、カバレッジ外(Out-Of-Coverage：ＯＯＣ)カバレッジの中で遷移(transition)される
。Ｄ２Ｄ　ＵＥは、異なるカバレッジに対して異なる伝送方法又はパラメータを使用でき
る。したがって、再設定が要求され得る。しかしながら、カバレッジ内のカバレッジ、ネ
ットワークカバレッジの端、カバレッジ外のカバレッジのうちＤ２Ｄ　ＵＥが遷移する場
合、信頼性のあるＳＡを提供する方法、ＳＡ又はデータを競合する方法、またＤ２Ｄ通信
を再設定する方法を含み、Ｄ２Ｄ通信ネットワークで制御要素及びデータ通信をサポート
するメカニズムは、既存のシステム又は文献上では明確に知られていない。
【００５０】
　図５に示す上記の欠点を克服するために、本発明の実施形態は、信頼性のあるＳＡのた
めのメカニズムを提供する。本発明の所定の実施形態は、ＳＡ又はデータの競合のための
システム及び方法を提供する。本発明の一実施形態は、通信可能な範囲内のカバレッジ(
カバレッジ内)、ネットワークエッジのカバレッジ、通信可能な範囲外のカバレッジ(カバ
レッジ外側)のうちＤ２Ｄ　ＵＥが遷移する場合、Ｄ２Ｄ通信の迅速かつフレキシブルな
再設定を保証するためのシステム及び方法を提供する。
【００５１】
　Ｄ２Ｄ通信のために、第１のモードで、ｅＮＢ又は中継ノードはＤ２Ｄデータ及びＤ２
Ｄ制御情報を伝送するためにＤ２Ｄ　ＵＥにより使用されるリソースをスケジューリング
する。リソースは、制限されるか、あるいはそうでないこともある。例えば、リソースは
、リソースプール内に存在するように制限され、あるいはそうでないこともある。ｅＮＢ
又は中継ノードは、スケジューリング割り当て(Scheduling　Assignment：ＳＡ)伝送のた
めの任意のリソースをＤ２Ｄ　ＵＥに指示する。それに応じて、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、指示し
たリソースの他のＤ２Ｄ　ＵＥにＳＡを伝送する。ＳＡは、Ｄ２Ｄデータのためのリソー
スを指示する。ｅＮＢ又は中継ノードは、Ｄ２Ｄ　ＵＥに任意のリソースを表示すること
により、制御情報とともにＤ２Ｄデータを伝送させ、ここでＤ２Ｄデータのためのリソー
スを指示するために使用される個別的なＳＡは必要でないこともある。
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【００５２】
第２のモードにおいて、ＵＥは、自らリソースプールでリソースを選択してＤ２Ｄデータ
及びＤ２Ｄ制御情報を伝送する。リソースプールは、予め定義され、予め構成され、ある
いは固定される。例えば、リソースプールは、任意の一つのＤ２Ｄ　ＵＥにより送信され
、一つ以上の他のＤ２Ｄ　ＵＥにより受信される物理的Ｄ２Ｄ同期チャンネル(ＰＤ２Ｄ
ＳＣＨ)により指示されてもよい。また、リソースプールは、ｅＮＢ又は中継ノードから
のシステム情報ブロックに指示されてもよい。Ｄ２Ｄデータ及びＤ２Ｄ制御情報のための
リソースプールは、同一であり、あるいは異なることができる。Ｄ２Ｄ　ＵＥは、リソー
スを選択して一つ以上の他のＤ２Ｄ　ＵＥにＳＡを伝送し、ＳＡは、Ｄ２Ｄデータのため
のリソースを指示する。Ｄ２Ｄ　ＵＥは、リソースを選択して制御情報とともにＤ２Ｄデ
ータを伝送し、ここで、Ｄ２Ｄデータのためのリソースを表示するために使用される分離
されたＳＡは、必要でないこともある。
【００５３】
　本発明の全般にわたって、モード１及びモード２は、各々Ｄ２Ｄ通信モード１及びＤ２
Ｄ通信モード２を称するために使用される。モード１及びモード２は、リソース割り当て
モード１及びリソース割り当てモード２を各々称するために使用される。また、用語モー
ド１及びモード２は、伝送モード１及び伝送モード２を各々称するために使用される。モ
ード１とモード２のうちいずれか一つに関連したすべての表記法を相互交換することがで
きる。例えば、モード１で伝送される信号は、モード１により割り当てられたリソース上
で伝送された信号と同一である。
【００５４】
　Ｄ２Ｄ　ＵＥがネットワークカバレッジ内(すなわち、In-Coverage：ＩＣ)にある場合
、該当Ｄ２Ｄ　ＵＥは、少なくともモード１をサポートできる。Ｄ２Ｄ　ＵＥは、該当Ｄ
２Ｄ　ＵＥがカバレッジの端(edge-of-coverage)及び/又はカバレッジ外(out-of-coverag
e)にある場合に対して、少なくともモード２をサポートすることができる。一実施形態に
おいて、ＩＣにあるＵＥは、モード２を使用するようにｅＮＢにより指示され、そうでな
いと、ＩＣのＵＥは、ＲＲＣ接続再設定が始まる場合のような、任意の例外的な場合には
モード２を利用する。
【００５５】
　図６は、本発明の実施形態によるＤ２Ｄデータ及び制御のためのフレーム構成を示す。
図６に示すＤ２Ｄデータ及び制御のためのフレーム構成６００の実施形態は、単に例示の
ためのものであって、本発明の範囲から逸脱しない範囲内で他の実施形態が活用され得る
。
【００５６】
　図６に示す実施形態において、一つ以上のサブフレームは、ＳＡ又は制御情報のための
プールからのリソース６０５を含み、ここでデータは、ＳＡ又は制御とともに存在するこ
ともできる。例えば、サブフレーム６１０は、ＳＡ又は制御情報のためのプールからの第
１のリソース６０５-ａを含み、第２のサブフレーム６１５は、ＳＡ又は制御情報のため
のプールからの第２のリソース６０５-ｂ、２１２及び２１４を含む。一つ以上の他のサ
ブフレームは、データのためのプールからのリソース６２０を含む。例えば、サブフレー
ム６２５は、データのためのプールからのリソース６２０-ａを含み、サブフレーム６３
０は、データのためのプールからリソース６２０-ｂを含む。図６に示す実施形態では、
Ｄ２Ｄ　ＵＥ１及びＤ２Ｄ　ＵＥ２は、カバレッジ外側又はカバレッジの端にあり、モー
ド２通信が適用される。Ｄ２Ｄ　ＵＥ１は、ＳＡ６３５のためのリソースを選択してＳＡ
６３５を伝送し、ここでＳＡ６３５は、データリソース６４０を指示する。Ｄ２Ｄ　ＵＥ
２は、ＳＡ６４５のためのリソースを選択してＤ２Ｄ　ＵＥ２データ６５０を指示する。
Ｄ２Ｄ　ＵＥ２は、ＳＡ６４５-ａを伝送し、ここでＳＡ６４５-ａは、データリソース６
５０-ａを指示する。以後、Ｄ２Ｄ　ＵＥ２は、ＳＡ６４５-ｂのためのリソースを選択し
てＳＡ６４５-ｂを伝送し、ここでＳＡは、データリソース６５０-ｂを指示する。サブフ
レーム６０５，６１５，６２５，及び６３０に残っているリソースは、他の目的、すなわ
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ちモード１でのＤ２Ｄ通信のためのセルラー通信、又は同期向けのようにＤ２Ｄ通信物理
チャンネルのように、他の目的のために使用できる。図６の実施形態では、ＳＡのための
リソース及びデータのためのリソースが異なるサブフレームに存在することを示すが、一
つのサブフレームがＳＡのためのプールからのリソースを含むと同時にデータのためのプ
ールからのリソースも含む実施形態が活用され得る。すなわち、一実施形態では、一つの
サブ-フレームがＳＡのためのプールからのリソースとデータのためのプールからのリソ
ースを共に含む。
【００５７】
　所定の実施形態において、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、Ｄ２Ｄ制御情報とＤ２Ｄデータを伝送し、
これは、カバレッジ内、カバレッジの端、又はカバレッジ外側にある他のＤ２Ｄ　ＵＥが
Ｄ２Ｄ　ＵＥにより伝送される情報を受信することを可能にする。Ｄ２Ｄ　ＵＥは、カバ
レッジ内、カバレッジの端、又はカバレッジ外側にある他のＤ２Ｄ　ＵＥから送信される
Ｄ２Ｄ制御情報とＤ２Ｄデータを受信して復号化する。
【００５８】
　例えば、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、カバレッジ内又はカバレッジの端又はカバレッジ外に存在す
る他のＤ２Ｄ　ＵＥがそのＤ２Ｄ　ＵＥにより伝送された情報を受信することを可能にす
るために、モード１及びモード２で送信することができる。送信するＤ２Ｄ　ＵＥは、カ
バレッジ内又はカバレッジの端、又はカバレッジ外に存在できる。一実施形態では、送信
Ｄ２Ｄ　ＵＥは、該当送信Ｄ２Ｄ　ＵＥがカバレッジ内に存在する場合にモード１で送信
し、該当送信Ｄ２Ｄ　ＵＥがカバレッジ外に存在する場合にはモード２で送信し、該当送
信Ｄ２Ｄ　ＵＥがカバレッジの端に存在する場合にはモード１及びモード２で両方とも送
信する。Ｄ２Ｄ　ＵＥは、モード１及びモード２で他のＤ２Ｄ　ＵＥにより伝送された情
報を受信できる。受信するＤ２Ｄ　ＵＥは、カバレッジ内又はカバレッジの端又はカバレ
ッジ外に存在することができる。一実施形態では、受信Ｄ２Ｄ　ＵＥは、該当受信Ｄ２Ｄ
　ＵＥがカバレッジ外に存在する場合にはモード１で送信された情報を受信し、該当受信
Ｄ２Ｄ　ＵＥがカバレッジ外に存在する場合にはモード２で送信された情報を受信し、該
当受信Ｄ２Ｄ　ＵＥがカバレッジの端に存在する場合にはモード１又はモード２で送信さ
れた情報を受信することができる。
【００５９】
　図７Ａ、図７Ｂ、図７Ｃ、及び図７Ｄは、本発明の実施形態によるモード１又はモード
２、又はこれら両方での送信及び受信関係を示す。図７に示すＤ２Ｄ通信ネットワークの
実施形態は、単に例示のためのものであって、本発明の範囲から逸脱しない限り他の実施
形態が使用できる。
【００６０】
　Ｄ２Ｄ通信ネットワーク７００は、ネットワークカバレッジ内の境界７１０とネットワ
ークカバレッジの端の境界７１５内にある複数のＵＥと通信可能な第１のｅＮＢ、すなわ
ちｅＮＢ１　７０５を含む。ｅＮＢ１　７０５は、ネットワークカバレッジ境界７１０内
のＵＥ１　７２０、ＵＥ２　７２５、及びＵＥ３　７３０と通信する。ｅＮＢ１　７０５
は、ネットワークカバレッジの端の境界７１５内のＵＥ４　７３５と通信する。ｅＮＢ１
　７０５は、ｅＮＢ１０２と同一又は類似に構成可能である。図７Ａ～図７Ｄに示すＵＥ
１　７２０ａ-７２０ｄ、ＵＥ２　７２５ａ-７２５d、ＵＥ３　７３０ａ-７３０ｄ、ＵＥ
４　７３５ａ-７３５ｄ、及びＵＥ５　７４０ａ-７４０ｄのうちいずれか一つ以上は、Ｕ
Ｅ１１６と同一又は類似した構成が可能である。
【００６１】
　構成のシナリオは、Ｄ２Ｄ　ＵＥがカバレッジ内、カバレッジの端、又はカバレッジ外
に存在するかに従って変わることができる。ｅＮＢ３０２は、信号を伝送する。ＵＥ１　
７２０ａ-７２０ｄ、ＵＥ２　７２５ａ-７２５ｄ、及びＵＥ３　７３０ａ-７３０ｄのよ
うなＤ２Ｄ　ＵＥは、該当Ｄ２Ｄ　ＵＥがネットワークカバレッジ境界７１０内にある場
合、カバレッジ内７４５にある。ＵＥ４　７３５ａ-７３５ｄのように、該当Ｄ２Ｄ　Ｕ
Ｅがネットワークカバレッジ境界７１０とネットワークカバレッジの端の境界７１５との
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間の領域にある場合、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、カバレッジの端(edge-of-coverage)７５０にある
。ＵＥ５　７４０ａ-７４０ｄのように、Ｄ２Ｄ　ＵＥがネットワークカバレッジの端の
境界７１５の外側にある場合、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、カバレッジ外(out-of-coverage)７５５
にある。
【００６２】
　図７Ａに示す実施形態では、ＵＥ１　７２０ａは、ブロードキャスト境界７６０ａ内で
情報を伝送する。ＵＥ２　７２５ａ及びＵＥ３　７３０ａは、ブロードキャスト境界７６
０ａ内に存在する。ＵＥ４　７３５ａ及びＵＥ５　７４０ａは、ブロードキャスト境界７
６０ａ外に存在する。ＵＥ２　７２５ａ及びＵＥ３　７３０ａは、ＵＥ１　７２０ａによ
り伝送された情報を受信できる。一方、ＵＥ４　７３５ａ及びＵＥ５　７４０ａは、ＵＥ
１　７２０ａにより伝送された情報を受信することが不可能である。
【００６３】
　図７Ｂに示す実施形態では、ＵＥ１　７２０ｂ、ＵＥ２　７２５ｂ、及びＵＥ３７３０
ｂは、カバレッジ内７４５にある。ＵＥ４　７３５ｂはカバレッジの端７５０にあり、Ｕ
Ｅ５　７４０ｂはカバレッジ外７５５にある。ＵＥ３　７３０ｂ及びＵＥ４　７３５ｂは
、ブロードキャスト境界７６０ｂ内に存在する。ＵＥ２　７２５ｂ及びＵＥ５　７４０ｂ
は、ブロードキャスト境界７６０ｂ外に存在する。ＵＥ３　７３０ｂ及びＵＥ４　７３５
ｂは、ＵＥ１　７２０ｂにより伝送された情報を受信できる。対照的にＵＥ２　７２５ｂ
及びＵＥ５　７４０ｂは、ＵＥ１　７２０ｂにより伝送された情報を受信できない。
【００６４】
　図７Ｃに示す実施形態では、ＵＥ２　７２５Ｃ及びＵＥ３　７３０Ｃは、カバレッジ内
７５０である。ＵＥ１　７２０Ｃ及びＵＥ４　７３５Ｃは、カバレッジの端７５０である
。ＵＥ５　　７４０ｃは、カバレッジ外７５５である。ＵＥ３　７３０ｃ、ＵＥ４　７３
５ｃ、ＵＥ５　７４０ｃは、ブロードキャスト境界７６０ｃ内にある。ＵＥ２　７２５ｃ
は、ブロードキャスト境界７６０ｃ外にある。したがって、ＵＥ３　７３０ｃ、ＵＥ４　
７３５ｃ、ＵＥ５　７４０ｃは、ＵＥ１　７２０ｃにより伝送された情報を受信できる。
一方で、ＵＥ２　７２５ｃは、ＵＥ１　７２０ｃにより伝送された情報を受信することが
不可能である。
【００６５】
　図７Ｄに示す実施形態では、ＵＥ２　７２５ｄは、カバレッジ内７４５である。ＵＥ３
　７３０ｄは、カバレッジの端７５０である。ＵＥ１　７２０ｄ、ＵＥ４　７３５ｄ、及
びＵＥ５　７４０ｄは、カバレッジ外７５５である。ＵＥ３　７３０ｄ、ＵＥ４　７３５
ｄ、ＵＥ５　７４０ｄは、ブロードキャスト境界７６０ｄ内に存在する。ＵＥ２　７２５
ｄは、ブロードキャスト境界７６０ｄ外に存在する。ＵＥ３　７３０ｄ、ＵＥ４　７３５
ｄ、ＵＥ５　７４０ｄは、ＵＥ１　７２０ｄにより伝送された情報が受信できる。一方で
、ＵＥ２　７２５ｄは、ＵＥ１　７２０ｄにより伝送された情報を受信することが不可能
である。
【００６６】
　図７Ａ乃至図７Ｄに示す実施形態において、受信のための配置構成は反対になり得る。
例えば、ＵＥ１　７２０ａ-７２０ｄは、ＵＥ３　７３０ａ-７３０ｄ、ＵＥ４　７３５ａ
-７３５ｄ、ＵＥ５　７４０ａ-７４０ｄにより伝送された情報を受信することができる。
さらに、一つのＤ２Ｄ　ＵＥがカバレッジ内７４５、カバレッジの端７５０、又はカバレ
ッジ外７５５に存在するための条件又は基準が定義できる。
【００６７】
　ＵＥは、それがカバレッジ内７４５である場合、ダウンリンク(ＤＬ)及びアップリンク
(ＵＬ)カバレッジを有する。カバレッジ内７４５の状態は、ＵＥが接続された状態にある
場合、インフラノードに接続する場合、あるいはＵＥがアイドル(idle)状態にある場合、
成功的にＤＬ信号を復号化する場合、及びＵＥが伝送を要求する場合に成功的なＵＬを有
する場合を意味する。ＵＥは、該当ＵＥが接続された状態である場合、サービングセルを
有し、あるいは該当ＵＥがアイドル状態でセル上でキャンプ(camping)する場合、カバレ
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ッジ内と見なされる。ここで、ネットワークインフラノードは、ｅＮＢ、セル、遠距離無
線ヘッド(Remote　Radio　Head：ＲＲＨ)、伝送ポイント(Transmission　Point：ＴＰ)、
又は中継ノードであり得る。
【００６８】
カバレッジ外７５５は、ＤＬカバレッジ及びＵＬカバレッジが失われる場合を称する。カ
バレッジ外７５５は、ＤＬカバレッジが失われるが、ＵＬは、制約的なときを意味する。
これは、ＤＬカバレッジが失われる場合、ＵＬカバレッジも失われることを典型的に意味
するためである。
【００６９】
　カバレッジ外７５５の状態に入り、あるいはその状態になる前に、ＵＥは、無線リンク
失敗プロセスを試みることができるが、そのプロセスで該当ＵＥはリンクを回復しようと
する。無線リンク失敗プロセスを実行する場合、無線リンク失敗の検出前に、ＵＥは、リ
ンクの回復を試みるが、カバレッジ内７４５として見なされる。そのＵＥが回復しようと
試みるリンクは、ＵＬ又はＤＬであり得る。あるいは、一実施形態では、カバレッジ内７
４５の状態は、無線リンク失敗の検出前の状態又は無線リンク失敗プロセスを厳しく排除
する。無線リンク失敗プロセスを実行する場合、無線リンク失敗の検出前に、ＵＥは、カ
バレッジの端７５０の状態であると見なされる。
【００７０】
　ＵＬカバレッジを評価する場合、無線リンクが物理的階層の観点では成功的であっても
、通信インフラノードは、ＵＥが接続することを許容しないこともあるため、階層２以上
の階層条件が考慮される。Ｄ２Ｄ通信に対して、インフラノードがＤ２Ｄ　ＵＥの接続が
禁止される場合、又はインフラノードがＤ２Ｄ通信をサポートしない場合のように、イン
フラノードがＤ２Ｄ　ＵＥの接続を許容しない場合、又はインフラノードがモード１　Ｄ
２Ｄリソース割り当てをサポートしないが、カバレッジ内のＤ２Ｄ　ＵＥは、モード１リ
ソース割り当てのみを利用するときには、カバレッジ内のＤ２Ｄ　ＵＥに対するＵＬラン
ダムアクセスは失敗として見なされる。インフラノードがＤ２Ｄ通信をサポートせず、あ
るいはインフラノードがモード２　Ｄ２Ｄリソース割り当てをサポートしないが、カバレ
ッジの端のＤ２Ｄ　ＵＥがモード２リソース割り当てを但し使用する場合には、カバレッ
ジ内のＤ２Ｄ　ＵＥに対するＵＬランダムアクセスは失敗として見なされる。
【００７１】
　カバレッジの端７５０は、カバレッジ内及びカバレッジ外を除いた、残っている状態を
称する。カバレッジの端７５０は、カバレッジ内７４５とカバレッジ外７５５との間でＤ
２Ｄ　ＵＥが遷移する状態を称することもできる。カバレッジの端７５０は、無線リンク
失敗プロセス、無線リンク失敗状態、セルカバレッジの端のような他の名称を有すること
ができる。例えば、カバレッジ内７４５が無線リンク失敗に遷移する条件は、カバレッジ
内７４５がカバレッジの端７５０に遷移する条件であり得る。無線リンク失敗がカバレッ
ジ外７５５に遷移する条件は、カバレッジの端７５０がカバレッジ外７５５に遷移する条
件でもあり得る。あるいは、カバレッジの端７５０は無線リンク失敗を含み、あるいは無
線リンク失敗以上の何かを含む。一実施形態では、カバレッジの端７５０は、暗示的に定
義される。カバレッジの端７５０は、Ｄ２Ｄ　ＵＥがカバレッジ内７４５であるが、該当
Ｄ２Ｄ　ＵＥがカバレッジ内に存在するには一時的に難しさを有する例外的な場合を意味
することができる。上記の例外的な場合は、例えば、Ｄ２Ｄ　ＵＥがＲＲＣ接続を設定し
ようと試みる場合を含む。例外的な場合に、例えばＤ２Ｄ　ＵＥがカバレッジ内７４５で
、より長い時間でＲＲＣ接続を設定できない場合を含む。例外的な場合、例えば、Ｄ２Ｄ
　ＵＥがカバレッジ内７４５であり、またタイマＴ３１０と称されるタイマが無線リンク
失敗プロセスのために動作する場合のように、悪い無線状態にある場合を含み、ここでタ
イマＴ３１０は無線リンク失敗の検出前に下位階層から所定回数の“同期ずれ(out-of-sy
nc)”の検出時に開始され、無線リンク失敗の検出はそのリンクがＴ３１０の終了前に回
復が不可能である可能性もある。例外的な場合に、例えば、Ｄ２Ｄ　ＵＥがＲＲＣ再確立
を有する必要がある場合、すなわちＴ３１１と称されるタイマがＲＲＣ接続再確立が開始
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された後に動作中であるか、あるいはタイマ３０１と称されるタイマが該当Ｄ２Ｄ　ＵＥ
がＲＲＣ接続再確立要求を伝送した後に動作中である場合を含む。上記例外的な場合、例
えば、Ｄ２Ｄ　ＵＥに対してインフラノードにより要求される再設定が存在する場合を含
む。もう一つの実施形態では、カバレッジの端７５０は、例えば、ＵＥの報告された測定
に基づき、インフラノード、ネットワーク負荷などのＤ２Ｄモード１に対するアクセス可
能性(accessibility）のようなネットワーク条件に基づいて、インフラノードにより、Ｄ
２Ｄ　ＵＥにモード２通信を使用するように指示することにより、黙示的に定義される。
【００７２】
　用語“カバレッジ内、カバレッジの端、カバレッジ外”に対する定義は、各セットの条
件に基づき、明示的又は黙示的に決定され得る。条件の１セットは、一つ以上の測定基準
(metrics）を含むことができる。例えば、信号測定基準及び各々のしきい値がその条件を
定義するために使用され、ここで上記した信号測定基準は、基準信号受信電力(Reference
　Signal　Received　Power：ＲＳＲＰ)、基準信号受信品質(Reference　Signal　Receiv
ed　Quality：ＲＳＲＱ)のような、ｅＮＢ、又はｅＮＢら、又はネットワークインフラ中
継ノードに関する信号強度であり得る。例えば、Ｄ２Ｄ　ＵＥがネットワークインフラノ
ードのうち少なくとも一つのＲＳＲＰが第１のしきい値(Ｔｈ１）以上であると測定され
る場合、そのＤ２Ｄ　ＵＥはカバレッジ内にある。ネットワークインフラノードは、各々
の少なくとも一つのＲＳＲＰが上記した第１のしきい値(Ｔｈ１)より小さい場合、すなわ
ち、Ｔｈ１＞ＲＳＲＰであり、インフラノードのうち少なくとも一つが第２のしきい値(
Ｔｈ２）以上であるＲＳＲＰを有する場合、すなわちＴｈ２≦ＲＳＲＰ(ここで、Ｔｈ２
＜Ｔｈ１)である場合、そのＤ２Ｄ　ＵＥは、カバレッジの端にある。Ｄ２Ｄ　ＵＥが測
定可能なネットワークインフラノードはそれぞれのＲＳＲＰが上記しきい値より小さい場
合、すなわちＴｈ２＞ＲＳＲＰである場合、そのＤ２Ｄ　ＵＥは、カバレッジ外にある。
ネットワークインフラノードは、ｅＮＢ、セル、ＲＲＨ、ＴＰ、又は中継ノードであり得
る。
【００７３】
　以下の＜表１＞は、Ｄ２Ｄ　ＵＥがカバレッジ内、カバレッジの端、カバレッジ外にあ
る場合のための典型的な条件を提供する。＜表１＞の条件は、一つのセル、又はインフラ
ノードに関してカバレッジ内、カバレッジの端、カバレッジ外として考慮される。
【００７４】
　複数のインフラノード、又は複数のセルに対して、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、そのＤ２Ｄ　ＵＥ
に対してカバレッジ内に存在できる少なくとも一つのインフラノードがある場合、カバレ
ッジ内にある。Ｄ２Ｄ　ＵＥは、測定可能なインフラノードの各々がＤ２Ｄ　ＵＥに対し
てカバレッジ外のノードである場合、カバレッジ外にある。残っているすべての状況に対
して、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、カバレッジの端にあり、すなわち、Ｄ２Ｄ　ＵＥが測定可能なイ
ンフラノードの各々がカバレッジ内になく、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、少なくとも一つのインフラ
ノードとカバレッジの端にある。本発明の実施形態の全般にわたって同一又は類似した解
析が適用され、本発明の他の表に対しても同一又は類似した解析が適用される。
【００７５】
【表１】

【００７６】
　＜表２＞は、Ｄ２Ｄ　ＵＥがカバレッジ内、カバレッジの端、カバレッジ外にあるため
の他のセットを提供する。＜表２＞は、ＲＳＲＰ又はＲＳＲＱ、及び経路損失のような信
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号測定基準を共同で使用する。＜表２＞で、Ｔｈ３は、予め定義されるか、あるいは構成
される一つのしきい値である。基本的に、ＲＳＲＰ又はＲＳＲＱのような信号測定の基準
は、カバレッジの端とカバレッジ外を区別するために使用され、経路損失は、カバレッジ
内とカバレッジの端を区別するために使用される。
【００７７】
【表２】

【００７８】
＜表３＞は、Ｄ２Ｄ　ＵＥがカバレッジ内、カバレッジの端、カバレッジ外にある場合に
対するもう一つのセットの例示的な条件を提供する。＜表３＞において、測定基準は、Ｄ
２Ｄ　ＵＥがネットワークインフラノードからＤＬ(ダウンリンク)信号を検出して復号化
できるか否か、該当ＵＥがランダムアクセスチャンネル(Random　Access　Channel：ＲＡ
ＣＨ)に対してＵＬ(アップリンク)ランダムアクセスを成功的に実行できるか否かとなる
。ＵＥが任意のネットワークインフラノードの同期信号、物理ブロードキャストチャンネ
ル、物理ダウンリンク制御チャンネル(Physical　Downlink　Control　Channel：ＰＤＣ
ＣＨ）のような任意のＤＬシグナリングを復号化できる場合、ＵＥは、ＤＬカバレッジ内
に存在できる。Ｄ２Ｄ　ＵＥが任意のネットワークインフラノードに対して成功的にＲＡ
ＣＨを実行する場合、ＵＥは、ＵＬカバレッジに存在する。ＵＥが成功的にＲＡＣＨを実
行することに失敗する場合、ＵＥは、ＵＬカバレッジ外に存在する。Ｄ２Ｄ　ＵＥがＤＬ
カバレッジを有するが、何のＵＬカバレッジも有していない場合、ＵＥは、カバレッジの
端に存在する。ＵＥがＤＬカバレッジを有しない場合、一般的にＵＬ　ＲＡＣＨも失敗し
、したがってＵＥは、カバレッジ外にあり得る。ＵＬ測定がｅＮＢ又は他のインフラノー
ドで実行可能である場合、ＵＬカバレッジは、ＵＬ　ＲＡＣＨが失敗するか否かの決定の
代わりにＵＬ測定結果により判定できる。
【００７９】
【表３】

【００８０】
　インフラノードがＵＥに対してアクセスが禁止され、あるいは例えば、そのノードがＤ
２Ｄ通信をサポートしない場合、又はそのノードがモード１　Ｄ２Ｄリソース割り当てを
サポートしないが、カバレッジ内のＵＥがモード１リソース割り当てのみを使用する場合
、そのノードは、Ｄ２Ｄ　ＵＥをアクセスするように許容しない場合、カバレッジ内のＤ
２Ｄ　ＵＥに対するＵＬランダムアクセスは、失敗として見なされなければならない。こ
のノードがＤ２Ｄ通信をサポートしない場合、あるいはノードがモード２　Ｄ２Ｄリソー
ス割り当てをサポートしないが、カバレッジの端のＵＥがモード２リソース割り当てを但
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し使用する場合、カバレッジ内のＤ２Ｄ　ＵＥに対するＵＬランダムアクセスは、失敗と
して見なされなければならない。ＤＬ信号の復号化の成功又は失敗に対して、これは、同
期信号、物理ブロードキャストチャンネル、ＰＤＣＣＨ、又は物理的共有チャンネルのよ
うなＤＬ信号のためのものである。
【００８１】
　＜表４＞は、ＤＬカバレッジの存在有無、ＵＬカバレッジの存在有無に対する一般的な
概念を利用する条件のもう一つの例を提供する。＜表５＞に示す代案としては、カバレッ
ジ外にはＤＬカバレッジがなく、ＵＬカバレッジがないと定義され、カバレッジの端は、
ＤＬカバレッジは有するが、ＵＬカバレッジはなく、あるいはＵＬカバレッジは有するが
、ＤＬカバレッジはないと定義される。‘ＤＬカバレッジ内(within　DL　coverage)’に
対する定義は、例えばＤＬ信号の復号化に成功し、あるいはＤＬ信号強度がしきい値より
大きく、又はそれらの組み合わせであり、‘ＤＬカバレッジなし(without　DL　coverage
)’に対する定義は、その反対であり得る。‘ＵＬカバレッジ内’に対する定義は、例え
ば、ＵＬランダムアクセスが成功的であり、あるいは経路損失がしきい値より小さく、又
はそれらの組み合わせであり得る。
【００８２】
【表４】

【００８３】
【表５】

　一実施形態において、上記した一つ以上の条件が組み合わせられる。
【００８４】
　例えば、上記したように、特定の条件を満たす場合、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、カバレッジ内、
カバレッジの端、カバレッジ外のそれぞれの状態に存在する。Ｄ２Ｄ　ＵＥが上記した状
態のうちいずれか一つに入る場合、現在の状態から他の状態へ遷移する場合、現在の状態
はそれがもう一つの状態に遷移される前までの持続時間(duration)だけ少なくとも持続し
なければならなく、ここで持続時間は、例えば所定のタイマにより定義される。異なるタ
イマ又は異なるタイマ値は、異なる現在状態に対して定義される。持続時間は構成され、
事前設定され、又は固定され得る。このような持続時間は、状態の間でピンポン(ping-po
ng)効果を避けるために、すなわち上記状態で急速に前後に移動しないようにするのに有
用である。
【００８５】
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　送信器又は受信器がカバレッジ内、カバレッジの端、又はカバレッジ外にあるかに従っ
て、伝送モード１及びモード２、すなわち、モード１及びモード２により伝送される情報
の受信の観点で、送信及び受信に関してＤ２Ｄ通信のために異なる接近方法が使用され得
る。
【００８６】
　図８Ａ～図８Ｆは、本発明の実施形態による移動装置の動作状態を示す。図８Ａ～図８
Ｆに示す状態８００の実施形態は、単に例示のためのものであり、本発明の範囲から逸脱
しない限り、他の実施形態が使用可能である。
【００８７】
　図８Ａ～図８Ｆに示す実施形態において、Ｍ２はモード２を意味し、Ｍ１はモード１を
意味する。Ｐｒｅｃｏｎｆ．(事前設定)は、予め設定されたリソースを意味し、'Ｄｅｄ
ｉｃａｔｅｄ(専用)’は専用のシグナリングにより構成されたリソースを意味し、ＳＩＢ
はＳＩＢにより設定されるリソースを意味し、ｃａｃｈｅｄはキャッシュした情報に基づ
いて設定されたリソース又は以前に設定されたリソースを意味し、ＣＯＮＮは接続される
ことを意味する。ＵＥはキャッシュした構成、予め構成された構成、ＳＩＢシグナリング
に基づいた構成及び専用のシグナリングに基づいた構成に基づいてリソースを使用できる
。ＵＥによる使用の優先順位は、例えば、予め構成された構成＜ＳＩＢシグナリングに基
づいた構成＜専用のシグナリングに基づいた構成の順序であり、さらに他の例としては、
予め構成された構成＜ＳＩＢシグナリングに基づいた構成＜キャッシュした構成であり得
る。
【００８８】
　図８Ａは、本発明の実施形態によるセルに対するＵＥ接続の例を示す。最初に、ＵＥは
、ＯＯＣアイドル状態８０２のようなアイドル状態に存在する。時点ａ１　８０４で、Ｕ
Ｅは、ＩＣに入り、ＳＩＢを獲得し始める(８０６)。タイマＴ３００　８０８は、ＵＥが
接続中である場合、時点ａ２　８１０で停止する。タイマＴ３００　８０８は、ＵＥが成
功的に接続する場合、時点ａ３　８１２で停止する。ＵＥは、例外的な場合の一つとして
動作するタイマＴ３００　８０８を処理できる。単に、ＵＥが接続される場合、ＵＥは、
Ｍ１を利用する。
【００８９】
　図８Ｂは、本発明の実施形態による無線リンク失敗(Radio　Link　Failure：ＲＬＦ）
の例を示す。最初に、ＵＥは、接続された(ＩＣ)状態８１４に存在する。もう一つのタイ
マ、Ｔ３１０　８１６は、ＵＥが同期ずれ(out-of-sync)である所定の連続回数Ｎ-３１０
を検出する場合、時点ｂ１　８１８で動作し始める。Ｔ３１０　８１６は、Ｎ-３１１連
続回数だけの同期化(in-sync)が検出されると、停止する。Ｔ３１０　８１６が終了する
場合、ＲＬＦ８２０が検出され、タイマＴ３１１　８２２が時点ｂ２　８２６で動作し始
める。Ｔ３１１　８２２が動作する場合、ＵＥは、適合したセルに対して検索する。ＵＥ
が適合したセルを発見しないが、Ｔ３１１　８２２が時点ｂ３　８２８で終了する場合、
ＵＥは、アイドル８３０に進行する。ＵＥは、例外的な場合のうちいずれか一つとして動
作するＴ３１０　８１６、又はＴ３１１　８２２を処理することもできる。
【００９０】
　図８Ｃは、本発明の実施形態による無線リンク失敗(ＲＬＦ)、再確立、及び再確立の成
功(re-establishment　successful）の例を示す。タイミングｃ１　８３２及びｃ２　８
３４は、各々ｂ１　８１８、ｂ２　８２６と同様である。Ｔ３１１　８２２が動作中であ
る場合、ＵＥは、適合したセルに対して検索する。ＵＥが適合したセルを発見する場合、
Ｔ３１１　８２２は、時点ｃ３　８３６で停止し、Ｔ３０１　８３８は、時点ｃ３　８３
６から開始される。ＵＥは、ＲＲＣ接続再確立８４０を実行する。再確立８４０に成功す
る場合、Ｔ３０１　８３８は、時点ｃ４　８４２で停止し、ＵＥは接続される(８４４)。
上記ＵＥは、Ｔ３１０　８１６、Ｔ３１１　８２２、又はＴ３０１　８３８を例外的場合
の一つとして動作すると取り扱われる。
【００９１】
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　図８Ｄは、本発明の実施形態による無線リンク失敗(ＲＬＦ)、再確立、及び接続の一例
を示す。タイミングｄ１　８４６、ｄ２　８４８、ｄ３　８５０は、各々ｃ１　８３２、
ｃ２　８３４、ｃ３　８３６と同様である。ＵＥが適切なセルを検索する場合、Ｔ３１１
　８２２は停止し、Ｔ３０１　８３８は開始される。ＵＥは、ＲＲＣ接続再確立８４０を
実行する。再確立８４０が成功的でない場合、Ｔ３０１　８３８は停止し、ＵＥは時点ｄ
４　８５２でＴ３００　８０８を開始し、新たなセルへの接続を試みる(８５４)。新たな
セルへの接続８５４に成功する場合、Ｔ３００　８０８は停止し、ＵＥは接続される(８
５６)。ＵＥは、Ｔ３１０　８１６、Ｔ３１１　８２２、Ｔ３０１　８３８、又はＴ３０
０　８０８を例外的な場合うちの一つとして動作することとして取り扱われる。
【００９２】
　図８Ｅは、本発明の実施形態によるＲＬＦ及び再確立、及び再確立失敗の一例を示す。
タイミングｅｌ　８５８、ｅ２　８６０、ｅ３　８６２は、各々ｄｌ　８４６、ｄ２　８
４８、ｄ３　８５０と同様である。Ｔ３１１　８２２が動作中である場合、ＵＥは、適合
したセルに対して検索する。ＵＥが適切なセルを発見する場合、Ｔ３１１　８１１は停止
し、Ｔ３０１　８３８が開始される。ＵＥは、ＲＲＣ接続再確立８４０を実行する。Ｔ３
０１　８３８が終了して再確立８４０がタイミングｅ４　８６６で成功しない場合、ＵＥ
はアイドル８６８となる。この場合、通信のために、モード２　８７０がＲＬＦ検出８２
０が再確立失敗後まで常にダウンされた後に使用される。
【００９３】
　図８Ｆは、本発明の実施形態によるハンドオーバー失敗及び再確立の一例を示す。Ｔ３
０４　８７２は、ＵＥがハンドオーバー動作８７６にある場合、時点ｆ１　８７４で動作
し始める。Ｔ３０４　８７２の終了時に、ハンドオーバー失敗が時点ｆ２　８７８で検出
される。Ｔ３１１　８２２は動作を開始する。Ｔ３１１　８２２が動作する場合、ＵＥは
、適合したセルに対して検索する(８６４)。ＵＥが適切なセルを検索する場合、Ｔ３１１
　８２２は、時点ｆ３　８８０で停止し、Ｔ３０１　８３８が開始される。ＵＥは、ＲＲ
Ｃ接続再確立８４０を実行する。再確立８４０が成功する場合、Ｔ３０１　８３８は、時
点ｆ４　８８２で停止し、ＵＥが接続される(８８４)。ＵＥは、Ｔ３１０　８０８、Ｔ３
１１　８２２、又はＴ３０１　８３８を例外的な場合のうちの一つとして動作することと
して取り扱われる。
【００９４】
　一つの接近方法として、Ｄ２Ｄ　ＵＥがカバレッジの端にある場合、これは、モード２
で制御又はデータを伝送する。カバレッジ内のＤ２Ｄ　ＵＥに対して、Ｄ２Ｄは、ＳＡ又
はそのＳＡでのデータ又はカバレッジの端、又はカバレッジ外に対するデータリソースプ
ールを受信及び復号化することを試みる。第１のセットの条件を満たす場合、Ｄ２Ｄ　Ｕ
Ｅは、ＳＡに対してｅＮＢによりスケジューリングされたリソースのみで受信し、例えば
これは、ＳＡに対するリソースを配信するＰＤＣＣＨをモニタリングできる。第２のセッ
トの条件を満たす場合、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、スケジューリングされたＳＡ及びリソースプー
ルから選択されたリソース上で伝送されたＳＡ両方でのＳＡを受信及び復号化する。この
第１のセットの条件は、例えばＤ２Ｄ　ＵＥ受信器がネットワークカバレッジ内の境界か
ら遠く離隔されており、受信器がカバレッジの端又はカバレッジ外のＤ２Ｄ　ＵＥにより
伝送された情報を受信しない場合であり得る。第１のセットの条件は、ＲＳＲＰ、ＲＳＲ
ＱのようなｅＮＢからの信号強度であり、予め定義され、又は予め構成され、あるいは固
定されたしきい値より大きく、あるいはｅＮＢからの経路損失は、予め定義され、又は予
め構成され、あるいは固定されたしきい値以下である。第２のセットの条件は、ＲＳＲＰ
、ＲＳＲＱのようなｅＮＢからの信号強度であり、各々の予め定義され、又は予め構成さ
れ、あるいは固定した範囲に存在し、あるいはｅＮＢからの経路損失が各々予め定義され
、又は予め構成され、又は固定した範囲以下であり得る。第２のセットの条件は、Ｄ２Ｄ
　ＵＥがカバレッジの端に存在する条件のためのものであり、あるいはそうでないことも
ある。＜表４＞は、カバレッジ内、カバレッジの端、カバレッジ外である場合、‘ｎ．ａ
．’の場合と‘ＲＸ　Ｍｏｄｅ２’の場合を区別するためのものであり、ここで、第１の
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セットの条件は、表の第１の行での‘ｎ．ａ．’に対するものであり、第２のセットの条
件は、表の第１の行での‘ＲＸ　Ｍｏｄｅ２’に対するものである。第１のセットの条件
は、図７ＡでＵＥ１　７２０の位置でのＲＸであり、第２のセットの条件は図７ＢでＵＥ
１　７２０の位置でのＲＸであり得る。ＴＸがカバレッジ内であり、ＴＸモード１に伝送
する場合、カバレッジ外のＲＸは、例えば、ＲＸがカバレッジ境界から遠く離隔されてい
る場合には、ＴＸモード１により伝送された信号を受信及び復号化を試さなくてもよく、
あるいはＲＸはＴＸモード１により伝送された信号を受信及び復号化してもよい。これは
、＜表６＞、最後行の‘ｎ．ａ．’又は‘ＲＸ　Ｍｏｄｅ１’として各々反映されている
。
【００９５】
　＜表６＞において、‘ＴＸ　ｉｎ-ｃｏｉｖｅｒａｇｅ’は、Ｄ２Ｄ送信器がカバレッ
ジン内の領域７４５に存在することを意味し、‘ＲＸ　ｉｎ-ｃｏｖｅｒａｇｅ’は、Ｄ
２Ｄ受信器がカバレッジ内の領域７４５に存在することを意味する。類似した解析がＴＸ
又はＲＸカバレッジの端及びＴＸ又はＲＸカバレッジ外に対しても適用できる。‘ＴＸ　
Ｍｏｄｅ１’は、送信器がモード１を用いて送信することを意味する。‘ＲＸ　Ｍｏｄｅ
１’は、受信器がモード１により伝送される信号を受信及び復号化することを試みること
を意味する。ＴＸモード２又はＲＸモード２に対して類似した解析が適用され得る。＜表
６＞で、‘ｎ．ａ．’のＤ２Ｄ受信器がそれぞれの領域でＴＸから各々の信号を受信又は
復号化を試みる必要がないことを意味する。本発明における他の表に対しても類似した解
析が維持できる。
【００９６】

【表６】

【００９７】
　したがって、受信器がモード１のみで、モード２のみで伝送された信号を、又はモード
１又はモード２で伝送された信号を受信及び復号化するか否かを判定するために異なるセ
ットの条件が適用される。＜表７＞は、モード１又はモード２で伝送される情報をＲＸが
受信する条件を示す。＜表７＞は、カバレッジ内のための条件を２つの種類に分割し、カ
バレッジ外に対する条件を２つの種類にさらに分割した＜表１＞の適応型である。同様に
、＜表２＞は、モード１又はモード２で伝送される情報をＲＸが受信するための条件を有
するように相応に適応でき、この適応型は、＜表６＞に示す。＜表７＞、＜表８＞、＜表
３＞の任意の組み合わせが適用されてもよい。
【００９８】
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【表７】

【００９９】
【表８】

【０１００】
　カバレッジ外の定義又は条件、及びカバレッジ内の定義又は条件がカバレッジ内のＤ２
Ｄ　ＲＸが受信できないように設定され、あるいはそれを意味する場合、Ｄ２Ｄ　ＵＥは
、カバレッジ外のＴＸにより伝送された信号を受信又は復号化することを試さなく、その
反対も同様に、カバレッジ外のＤ２Ｄ　ＲＸはカバレッジ内のＴＸにより伝送された信号
を受信又は復号化することを試さない。＜表６＞は、以下のように＜表９＞となり得る。
したがって、＜表７＞及び＜表８＞は、各々＜表１０＞及び＜表１１＞となり得る。
【０１０１】
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【表９】

【０１０２】
【表１０】

【０１０３】
【表１１】

【０１０４】
　もう一つの接近方法において、Ｄ２Ｄ　ＵＥがカバレッジの端にある場合、Ｄ２Ｄ　Ｕ
Ｅは、モード１で制御又はデータを伝送し、そのＤ２Ｄ　ＵＥは、モード２でも制御又は
データを伝送する。カバレッジ内のＤ２Ｄ　ＵＥは、モード１で伝送される情報を受信す
る。カバレッジの端又はカバレッジ外にあるＤ２Ｄ　ＵＥは、モード２で伝送される情報
を受信する。＜表１２＞は、カバレッジ内、カバレッジの端、カバレッジ外に従ってモー
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ド１又はモード２で伝送された情報を受信するシナリオを示す。
【０１０５】
【表１２】

【０１０６】
　カバレッジ外の定義とカバレッジ内の定義がカバレッジ内のＤ２Ｄ　ＲＸが受信できな
いので、カバレッジ外のＴＸにより伝送された信号を受信又は復号化を試みないようにし
、その逆も同様に、カバレッジ外のＤ２Ｄ　ＲＸが受信できないのでＤ２Ｄ　ＲＸがカバ
レッジ内のＴＸにより伝送された信号に対して受信又は復号化を試みないようにすること
又はそれを意味する場合、＜表１０＞は、下記のように＜表１３＞となり得る。さらに、
＜表１４＞は、＜表１３＞に関して、モード１又はモード２で伝送された情報をＲＸが受
信する条件を示す。＜表１４＞は、＜表７＞、<表８＞、＜表１０＞、＜表１１＞のうち
いずれよりも簡単であることがわかる。したがって、カバレッジの端でのＴＸがモード１
及びモード２の両方ともを有するようにすることは、Ｄ２Ｄ受信器アルゴリズムを単純化
するという利点を有する。
【０１０７】

【表１３】

【０１０８】
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【表１４】

【０１０９】
　カバレッジ内に存在できる任意の内側カバレッジが存在する場合、その内側カバレッジ
にあるＤ２Ｄ　ＲＸが受信できないので、カバレッジ外又はカバレッジの端のＴＸにより
伝送された信号をＤ２Ｄ　ＲＸが受信又は復号化を試みない場合に、そのＤ２Ｄ　ＲＸは
、２つのカテゴリ、すなわちＲＸモード１及びＲＸモード１及び２を有することができる
。Ｄ２Ｄ　ＲＸが内側-カバレッジにある場合、Ｄ２Ｄ　ＲＸはＲＸモード１を使用し、
それともＤ２Ｄ　ＲＸはＲＸモード１及び２を使用する。上記内側カバレッジは、例えば
Ｄ２Ｄ　ＲＸがインフラノードに非常に近接する場合であり得る。Ｄ２Ｄ　ＵＥは、ネッ
トワークにその測定を報告することができ、そのＤ２Ｄ　ＵＥはネットワークにより、例
えば、インフラノードにより内側カバレッジに存在するように構成できる。ネットワーク
は、上記した測定及び他の条件、例えば、ネットワークが内側カバレッジ動作をサポート
するか否かに従って内側カバレッジにＤ２Ｄ　ＵＥが存在するように構成できる。
【０１１０】

【表１５】

【０１１１】
　Ｄ２Ｄ　ＵＥがカバレッジ内にある場合、そのＤ２Ｄ　ＵＥがＤ２Ｄ送信器又はＤ２Ｄ
受信器であるか、あるいはこれら両方ともである場合、ＲＸ又はＴＸモード、ネットワー
クインフラノード、例えば、ＵＥのサービングセルを決定するために上記の表で示すよう
な条件をＵＥが用いる選択的手段は、ＵＥにそれぞれのＲＸ又はＴＸモード、例えば、Ｒ
Ｘモード１、又はＲＸモード２、又はＲＸモード１及び２、ＴＸモード１、又はＴＸモー
ド２、又はＴＸモード１及び２を用いるように指示できる。ネットワークインフラノード
が各々のモードを決定するために使用する条件は、ＵＥの測定報告、ネットワーク負荷の
ようなネットワーク条件に基づくことができる。上記条件は、ＵＥにより通知される必要
がない可能性もあるが、これは、ネットワークの実現に基づく。ＵＥは、ＴＸモードの遷
移、例えば、モード１からモード２へ又はその逆への遷移のための測定報告に対してトリ
ガー時、又はモード２に入り、又は外しつつ、あるいはＲＸモードの遷移、例えば、ＲＸ
モード１からＲＸモード１及び２へ、又はその反対への遷移のための測定報告に対してト
リガー時に、ネットワークにより構成可能である。
【０１１２】
　Ｄ２Ｄ通信のためにＤ２Ｄ　ＵＥがモード１での他のＤ２Ｄ　ＵＥにより伝送された情
報又は信号及びモード２で他のＤ２Ｄ　ＵＥにより伝送された信号又は情報を受信及び復
号化することを助けるために、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、モード１及びモード２での伝送のために
割り当てられたリソースをわかる必要があるかもしれない。モード１での伝送のために割
り当てられたリソースは、モード２での伝送のために割り当てられたリソースと直交(ort
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hogonal)できる。例えば、周波数分割多重化(Frequency　Division　Multiplexing：ＦＤ
Ｍ)、又は時分する多重化(Time　Division　Multiplexing：ＴＤＭ)、又は符号分割多重
化(Code　Division　Multiplexing：ＣＤＭ)、又はそれら組み合わせが適用可能である。
【０１１３】
　図９は、本発明の実施形態により、モード１又はモード２での伝送のために分離された
リソースでＤ２Ｄデータ及び制御のための典型的なフレーム構成を示す。図９に示すフレ
ーム構成９００の実施形態は、単に例示的な目的のためのものである。本発明の範囲を逸
脱しない限り、他の実施形態が活用されることもある。
【０１１４】
　図９に示す例において、一つ以上のサブフレームは、競合ベースの(contention-based)
制御及びデータのためのプールからのリソース９０５を含む。例えば、第１のサブフレー
ム９１０は、競合ベースの制御及びデータのためのプールからのリソース９０５-ａを含
み、第２のサブフレーム９１５は、競合ベースの制御及びデータのためのプールからのリ
ソース９０５-ｂを含む。一つ以上のサブフレームは、またスケジューリングされた、非
競合(contention-free)制御及びデータのためのプールからのリソース９２０を含む。例
えば、第３のサブフレーム９２５は、スケジューリングされた、非競合制御及びデータの
ためのプールからのリソース９２０-ａを含み、第２のサブフレーム９１５は、スケジュ
ーリングされた、非競合制御及びデータのためのプールからのリソース９２０-ｂを含む
。上記した競合ベース及び非競合制御及びデータは、同一のサブフレームに存在でき、あ
るいは任意のサブフレームは、競合ベースの制御及びデータを有することができる一方で
、他のサブフレームは、非競合制御及びデータのためのリソースを有することができる。
Ｄ２Ｄ　ＵＥ１は、一つ以上のサブフレームで制御及びデータ９３０を伝送するようにス
ケジューリングされる。Ｄ２Ｄ　ＵＥ２は、一つ以上のサブフレームで制御及びデータ９
３５を伝送するようにスケジューリングされる。Ｄ２Ｄ　ＵＥ３は、一つ以上のサブフレ
ームで制御及びデータ９４０を伝送するようにスケジューリングされる。例えば、Ｄ２Ｄ
　ＵＥ１は、第３のサブフレーム９２５でのリソース９２０-ａを用いて制御及びデータ
９３０-ａを伝送できる。Ｄ２Ｄ　ＵＥ２は、第１のサブフレーム９１０にあるプールか
らリソース９０５-ａを競合により選択し、それによって制御及びデータ９３５を伝送す
る。Ｄ２Ｄ　ＵＥ３は、第１のサブフレーム９１０のプールからリソース９０５-ａを競
合により選択して制御及びデータ９４０-ａを伝送する。ＵＥ１は、第２のサブフレーム
９１５のプール９０５-ｂからリソースを競合により選択して制御及びデータ９３０-ｂを
伝送する。ＵＥ３は、第２のサブフレーム９１５のプールでリソース９２０-ｂを用いて
制御及びデータ９４０-ｂを伝送するようにスケジューリングされる。制御情報は、例え
ばＳＡであり得る。
【０１１５】
　図１０は、本発明の実施形態により、モード１又はモード２で他のＵＥにより伝送され
たＤ２Ｄ制御/データ情報をＤ２Ｄ　ＵＥが受信及び復号化するプロセス１０００を示す
。該当フローチャートは、一連のシーケンスステップを示すが、明示上記述されない限り
、実行の特定順序、同時的ではなくて順次に又は重複的な方式でステップ又は部分の実行
、又は介在したり中間的な過程の発生なしに排他的に記述されるステップの実行に関して
、何の推定もそのシーケンスからなされてはならない。ここで、記述される例で説明され
たプロセスは、例えば移動局で送信器チェーンにより実現される。
【０１１６】
　ステップ１００５において、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、信号測定を実行する。ステップ１０１０
で、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、任意のセットの条件が＜表７＞、＜表８＞、＜表１０＞、＜表１０
＞、＜表１１＞、＜表１３＞における条件、又は＜表１＞、＜表２＞、＜表３＞と一緒に
考慮される条件を満たすか否かを決定する。条件が、ＵＥがモード１のみにより伝送され
た信号又は情報を受信及び復号化しなければならないことを満たす場合、Ｄ２Ｄ　ＵＥは
、ステップ１０１５のみでモード１で伝送された情報を受信及び復号化する。ステップ１
０１５において、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、スケジューリングされ、あるいは非競合制御及びデー
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タに対するリソースを決定し、決定したリソースから伝送された信号を受信又は復号化す
る。条件は、ＵＥがモード２のみにより伝送された信号又は情報を受信及び復号化しなけ
ればならないことを満たす場合、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、ステップ１０２０で、モード２のみで
伝送された情報を受信及び復号化する。ステップ１０２０において、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、競
合ベースの制御及びデータに対するリソースを決定し、決定されたリソースから伝送され
た信号を受信又は復号化する。条件が、ＵＥがモード１及びモード２により伝送された信
号又は情報を受信及び復号化しなければならないことを満たす場合、そのＤ２Ｄ　ＵＥは
、ステップ１０２５でモード１及びモード２で伝送された情報を受信および復号化する。
ステップ１０２５において、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、競合ベース及び非競合制御及びデータに対
するリソースを決定し、決定されたリソースから伝送された信号を受信又は復号化する。
上記制御情報は、例えばＳＡであり得る。
【０１１７】
　Ｄ２Ｄ　ＵＥがカバレッジ内である場合、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、Ｄ２Ｄ受信器又はこれら両
方ともであり得る。上記表のような条件をＵＥが使用するようにする選択的代案、すなわ
ちＵＥのサービングセルのようなネットワークインフラノードは、各々のＲＸモード１又
はＲＸモード１及び２を使用するようにＵＥに指示できる。ネットワークインフラノード
が各々のモードを決定するために使用する条件は、ＵＥの測定報告、及びネットワーク負
荷のようなネットワーク条件に基づく。ｅＮＢ中心周辺であり、カバレッジ外のＵＥとは
遠く離隔されている図７ＡのＵＥ１　７１５のように、Ｄ２Ｄ　ＵＥのようなカバレッジ
内のＵＥは、ｅＮＢにより構成されるモード１のためのＳＡリソースプールのようなＳＡ
リソースプールを使用できる。図７ＢのＵＥ１　７１５のように、Ｄ２Ｄ　ＵＥがｅＮＢ
の端にある場合のようなカバレッジ内のＵＥは、カバレッジ外のＵＥを受信する機会を有
し、ｅＮＢにより構成されるモード１及びモード２のためのＳＡリソースプールのような
ＳＡリソースプールを使用できる。Ｄ２Ｄ　ＵＥは、例えば任意のインフラノードからの
ＤＬ信号も検出しない場合、上記した表での各々の条件のような所定の条件に基づいてＲ
Ｘモード２を使用する場合に自律的決定が可能である。
【０１１８】
　測定報告は、例えば、サービングセルの信号が予め構成されたしきい値より悪い場合、
指定されたイベントによりトリガーされ得る。ここで、そのしきい値は、Ｄ２Ｄモード２
に関連する。例えば、測定値＋Ｈｙｓ＜しきい値である場合、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、ＲＸモー
ド１及び２に入り、あるいはＤ２Ｄ　ＵＥはそのＤ２Ｄ　ＵＥがＲＸモード１及び２に入
らなければならないことをｅＮＢが決定するための測定を報告し、測定値－Ｈｙｓ＞しき
い値である場合、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、ＲＸモード１及び２を外してＲＸモード１を使用し、
あるいはＤ２Ｄ　ＵＥは、ＲＸモード１及び２を外してＲＸモード１を使用しなければな
らないことをｅＮＢが決定するための測定を報告する。ここで、上記したしきい値は、Ｒ
Ｘモード１及び２を用いるイベントに関連したしきい値であり、Ｈｙｓは、イベントに対
するヒステリシス(hysteresis)パラメータである。しきい値は、システム情報により予め
設定され、あるいはＵＥに知られることができる。
【０１１９】
　図１１は、本発明の実施形態による異なる条件に従ってＤ２Ｄ　ＵＥがモード１又はモ
ード２で他のＵＥにより伝送されるＤ２Ｄ制御/データ情報を受信及び復号化するプロセ
ス１１００を示す。上記フローチャートは、一連のシーケンス過程を示すが、明示的に記
述されない限り、特定順序の実行、同時的ではなく順次に又は重複的な方式で、これらス
テップ又は部分の実行、あるいは介在又は中間ステップの発生なしに排他的に記述された
ステップの実行に関するシーケンスから何の推定もされてはならないものである。ここに
記述された実施形態で説明するプロセスは、例えば、移動局での送信器チェーンにより実
現される。
【０１２０】
　ステップ１１０５において、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、信号測定を実行する。Ｄ２Ｄ　ＵＥは、
特定の条件を満たす場合、又はネットワークインフラノードにより指示される場合に測定
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を報告できる。Ｄ２Ｄ　ＵＥは、ステップ１１１０で、Ｄ２Ｄ　ＲＸがカバレッジ内にあ
るか否かを判定し、ステップ１１１５ではＤ２Ｄ　ＵＥがＲＸモード１のみの指示を受信
するか否かを判定する。Ｄ２Ｄ　ＵＥがカバレッジ内に存在せず、あるいはＤ２Ｄ　ＵＥ
がカバレッジ内にあるか、Ｄ２Ｄ　ＵＥがインフラノードからＲＸモード１の何らの指示
も受信しない場合には、ステップ１１２０において、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、モード１及びモー
ド２で両方とも伝送された情報を受信及び復号化する。この情報は、一つ以上のセルから
受信できる。受信プールは、ネットワークインフラノードからのＳＩＢ又はもう一つのＵ
ＥからのＰＤ２ＤＳＣＨによりブロードキャストされ、あるいは予め設定することができ
る。ステップ１１２０において、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、予め設定された受信プールがＲＸモー
ド２のみのためのものである場合のように、モード２のみによって伝送された情報を受信
及び復号化することができる。Ｄ２Ｄ　ＵＥがカバレッジ内にあり、またそのＤ２Ｄ　Ｕ
ＥがＲＸモード１のみの指示を受信する場合、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、ステップ１１２５でモー
ド１のみで伝送された情報を受信して復号化する。受信プールは、ネットワークインフラ
ノード、例えば、ＳＩＢによりブロードキャストされるモード１のための送信プール、又
はＵＥにシグナリングされるＲＸモード１のみのための受信プールにより指示され得る。
【０１２１】
　図１２は、本発明の実施形態により、Ｄ２Ｄ　ＵＥがモード１又はモード２で他のＵＥ
により伝送されたＤ２Ｄ制御及びデータ情報を受信及び復号化するプロセス１２００を示
す。上記フローチャートは、一連のシーケンス過程を示すが、明示的に記述されない限り
、特定順序の実行、同時的ではなく順次に又は重複的な方式で、これらステップ又は部分
の実行、あるいは介在又は中間ステップの発生なしに排他的に記述されたステップの実行
に関するシーケンスから何の推定もしてはならないものである。ここに記述された実施形
態で説明するプロセスは、例えば、移動局での送信器チェーンにより実現される。
【０１２２】
　ステップ１２０５において、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、スケジューリングされた、非競合ＳＡ/
データのためのリソース及び競合ベースのＳＡ/データのためのリソースを決定する。ス
テップ１２１０において、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、スケジューリングされた、非競合ＳＡ/デー
タのためのリソースで伝送されたＳＡ/データを受信及び復号化する。ステップ１２１５
において、Ｄ３Ｄ　ＵＥは、競合ベースのＳＡ/データのためのリソースで伝送されたＳ
Ａ/データを受信及び復号化する。ステップ１２１０及び１２１５は、ステップ１２１５
により後続されるステップ１２１０又はステップ１２１０により後続されるステップ１２
１５のように、並列に又は一つずつ連続して処理できる。
【０１２３】
　Ｄ２Ｄ　ＵＥがモード１で他のＤ２Ｄ　ＵＥにより伝送される信号又は情報、及びモー
ド２で他のＤ２Ｄ　ＵＥにより伝送された信号又は情報を受信及び復号化することを容易
にするために、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、モード１及びモード２での伝送のために割り当てられる
リソースを知る必要がある。Ｄ２Ｄ　ＵＥにより伝送されたＰＤ２ＤＳＣＨ及びインフラ
ノードにより伝送されたより高い階層のメッセージ又はＲＲＣメッセージが又はＰＤＣＣ
Ｈ又はシステム情報ブロック(ＳＩＢ）は、非競合リソースプールのための情報を伝送で
きる。例えば、すべてのＤ２Ｄ　ＵＥに共通で予め定義され、あるいは予約されたＤ２Ｄ
-無線ネットワーク臨時識別子(Radio　Network　Temporary　Identifier：ＲＮＴＩ)を有
するＰＤＣＣＨは、その情報を伝送でき、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、Ｄ２Ｄのための予約されたＲ
ＮＴＩを用いてＰＤＣＣＨを復号化することを試みることができる。ＰＤＣＣＨ又はＳＩ
Ｂ及びＤ２Ｄ　ＵＥにより伝送されるＰＤ２ＤＳＣＨは、スケジューリングされる、非競
合制御及びデータのためのリソースプール、すなわちモード１伝送のためのリソースプー
ルを伝送できる。例えば、すべてのＤ２Ｄ　ＵＥに共通で予め定義され、あるいは予約さ
れたＤ２Ｄ-ＲＮＴＩを有するＰＤＣＣＨは、この情報を伝送できる。Ｄ２Ｄ　ＵＥは、
Ｄ２Ｄのための予約されたＲＮＴＩを用いてＰＤＣＣＨを復号化することを試みることが
できる。カバレッジ外にあるＤ２Ｄ　ＵＥは、モード１伝送のためのリソースプールに関
する情報をＰＤ２ＤＳＣＨに含む必要はない。カバレッジ内又はカバレッジの端にあるＤ
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２Ｄ　ＵＥは、モード１伝送のためのリソースプールに関する情報をＰＤ２ＤＳＣＨに含
む。カバレッジ外のＤ２Ｄ　ＵＥが、カバレッジ外及びカバレッジ内にあることに対する
定義又は条件を適用することを通じて、カバレッジ内のＤ２Ｄ　ＵＥから伝送された情報
を受信すると予想されない場合、モード１伝送のためのリソースプールに関する情報は、
ＰＤ２ＤＳＣＨに含まれる必要がないこともあり、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、カバレッジの端にあ
るＤ２Ｄ　ＵＥがそのように受信できる限り、ネットワークインフラノードにより伝送さ
れたＰＤＣＣＨ又はＳＩＢにそれを有するのに十分であり得る。あるいは、Ｄ２Ｄ　ＵＥ
がモード１で他のＤ２Ｄ　ＵＥにより伝送された信号又は情報、及びモード２で他のＤ２
Ｄ　ＵＥにより伝送された信号又は情報を受信及び復号化することを容易にするために、
Ｄ２Ｄ　ＵＥは、そのＤ２Ｄ　ＵＥがスケジューリング割り当てを受信しようとするリソ
ースプール(時間及び周波数）をわかる必要があることもできるが、ここで受信のための
リソースプールは、(隣接したノードのような)一つ以上のノードからモード１及びモード
２で伝送のために割り当てられたリソースを考慮することができる。以下の＜表１６＞は
、ＰＤ２ＤＳＣＨの例示的な情報のフィールドを示す。＜表１６＞において、リソースプ
ールのそれぞれの構成インデックスは、所定の構成を指示し、その構成は時間又は周波数
ドメインでリソースに関する情報を含むことができる。上記した構成は、ＴＤＤ又はＦＤ
Ｄシステムに対しては異なるように構成できる。
【０１２４】
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【表１６】

　カバレッジ内のＤ２Ｄがリソース割り当てモード１を使用し、カバレッジの端又はカバ
レッジ外のＤ２Ｄがリソース割り当てモード２を使用すると仮定する。
【０１２５】
　カバレッジ内及びカバレッジ外に対する条件がＤ２Ｄ　ＲＸがカバレッジ内のＤ２Ｄ　
ＴＸにより伝送された信号を受信できないことを意味するように、すなわちそのＤ２Ｄ　
ＲＸがカバレッジ外のＴＸにより伝送された信号の復号化を試みないように、設定可能で
ある場合、カバレッジ外のＤ２Ｄ　ＲＸは、但し、リソース割り当てモード２で伝送され
た信号を受信及び復号化することをサポートすることが必要である。これは、カバレッジ
外のＤ２Ｄ　ＲＸに対する受信プールがモード２によるＴＸリソース割り当てを考慮する
必要があることを意味する。また、これは、Ｄ２Ｄ　ＵＥにより伝送されるいずれの信号
においてもモード１によるＴＸリソース割り当てを考慮して受信プールを示す必要はない
ことをさらに意味し、その理由は、カバレッジ内又はカバレッジの端のＤ２Ｄ　ＵＥのみ
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がこのような情報に関心があり、その情報は、インフラノードからＤＬを通じて獲得でき
るためである。
【０１２６】
　そうでなければ、カバレッジ外のＤ２Ｄ　ＲＸがカバレッジ内のＤ２Ｄ　ＴＸにより伝
送された信号を受信する場合、Ｄ２Ｄ　ＵＥにより伝送される(ＰＤ２ＤＳＣＨのような)
一部信号においてモード１によるＤ２Ｄ　ＴＸリソース割り当て及びモード１によるＤ２
Ｄ　ＴＸリソース割り当てを考慮して受信プールを表示する必要があることもできる。こ
れは、モード１によるＤ２Ｄ　ＴＸリソース割り当てを考慮した受信プールが時間上で動
的に変化しないように、モード１によるＤ２Ｄ　ＴＸリソース割り当てが時間において動
的に変化しない任意のプール内に存在することが必要であることを意味する。
【０１２７】
　特定の実施形態において、Ｄ２Ｄ通信は、Ｄ２Ｄサービスのためのロバスト性を有する
。Ｄ２Ｄサービスは、Ｄ２Ｄ　ＵＥが移動性、チャンネル状態変化により状態を変化する
場合に連続性を維持する。ネットワーク配置構成と連関性の変化に先立って、Ｄ２Ｄ　Ｕ
Ｅは、そのような変化に関連した情報が提供され、したがってこのような変化が効果的で
ある場合にＤ２Ｄサービスは、スムーズに維持することができる。カバレッジ内のＤ２Ｄ
　ＴＸからカバレッジの端のＤ２Ｄ　ＴＸへの状態の変化に先立って、カバレッジの端の
Ｄ２Ｄ　ＴＸに関連して使用されるパラメータは、スムーズに切り替えとサービスの連続
性を保証するように予めＵＥに提供され得る。
【０１２８】
　カバレッジ内、カバレッジの端、又はカバレッジ外のうち状態変化の遷移時間で、新た
なリソース割り当てモード(モード１又はモード２)を準備する前に、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、以
前に使用したリソース割り当てモードを使用し続ける。新たなリソース割り当てモードが
用意した次にＤ２Ｄ　ＵＥは、遷移中のロバストな通信を保証するために所定の持続時間
で新たなリソース割り当てモードだけでなく以前に使用されたリソース割り当てモードを
使用することもできる。
【０１２９】
　ｅＮＢは、Ｄ２Ｄ　ＵＥが測定を報告するように構成可能である。ｅＮＢは、ＵＥがモ
ード２を利用するように構成したり、あるいはモード１からモード２へ切り替えられるた
めに、測定の報告、及びネットワーク負荷、ＵＥの能力のようなその他の要因を考慮でき
る。上記した測定又はこのような動作に関連した測定報告トリガー(trigger)が、ｅＮＢ
がＵＥを構成するために必要であり得る。例えば、測定報告は、予め構成されたしきい値
より悪いサービングセルのイベントによりトリガーされ、ここでしきい値はＤ２Ｄモード
２に関連する。例えば、測定＋Ｈｙｓ＜しきい値である場合、ＵＥは、そのＵＥがモード
２のみに入ると決定するようにｅＮＢに対する測定を報告し、測定－Ｈｙｓ＞しきい値で
ある場合、ＵＥは、モード２を抜け出てモード１を使用するか、あるいはそのＵＥは、モ
ード２を抜け出てモード１を使用すべきであると決定するようにｅＮＢに対して測定報告
をする。しきい値は、モード２を使用するイベントに関連したしきい値であり、Ｈｙｓは
、このイベントに対するヒステリシスパラメータである。しきい値は、システム情報によ
りＵＥに通知され、あるいは予め設定されることができる。
【０１３０】
　図１３は、本発明の実施形態による移動性によるＤ２Ｄ通信再設定のためのシナリオを
示す。図１３に示すＤ２Ｄ通信ネットワーク１３００の実施形態は、単に例示の目的のた
めのものであり、本発明の範囲から逸脱しない限り、他の実施形態が使用することができ
る。
【０１３１】
　Ｄ２Ｄ通信ネットワーク１３００は、ネットワークカバレッジ内の境界１３１０内で、
ネットワークカバレッジの端の境界１３１５内で複数のＵＥと通信が可能な第１のｅＮＢ
、ｅＮＢ１　１３０５を含む。ｅＮＢ１　１３０５は、ネットワークカバレッジ境界１３
１０内でのＵＥ１　１３２０と通信する。ｅＮＢ１　１３０５は、ｅＮＢ１０２と同一又
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は類似に構成され得る。図１３に示す一つ以上のＵＥ１　１３２０及びＵＥ２　１３２５
は、ＵＥ１１６と類似又は同一に構成されることもできる。
【０１３２】
　図１３に示す実施形態では、ｅＮＢ１　１３０５は、最初にＵＥ　１　１３２０と通信
可能である。ＵＥ１　１３２０は、そのＵＥ１　１３２０がネットワークカバレッジ内の
境界１３１０内にあるので、カバレッジ内１３３０である。ＵＥ２　１３２５は、カバレ
ッジ外１３４０である。ＵＥ１　１３２０は、Ｄ２Ｄ制御及びデータを伝送するためにモ
ード１を使用する。ＵＥ１　１３２０は、新たな位置１　１３４５に移動し、これは、そ
の位置１　１３４５がカバレッジの端境界１３１５内にあるが、カバレッジ内の境界１３
１０を超えるため、カバレッジの端境界１３５０に存在する。ＵＥ１　１３２０がカバレ
ッジの端１３５０でＤ２Ｄ伝送を適用する前に、ＵＥ１　１３２０は、測定を報告し、ｅ
ＮＢ１　１３０５は、ＵＥ１　１３２０にメッセージ１３５５を伝送してカバレッジの端
のＤ２Ｄ１３５０に対して準備するようにＵＥ１　１３２０に通知することにより、ＵＥ
１　１３２０に対するＤ２Ｄ通信を再設定する。それによって、ＵＥ１　１３２０は、Ｄ
２Ｄ通信のために新たな構成を使用でき、ＵＥ１　１３２０は、新たな位置２　１３６０
へさらに移動し、これは、カバレッジ外１３４０である。ＵＥ１　１３２０がカバレッジ
の外でＤ２Ｄ伝送を適用する以前に、ＵＥ１　１３２０は、再設定のためにｅＮＢ１　１
３０５から情報をまだ受信することができるが、ＵＥ１　１３２０は、ｅＮＢ１　１３０
５に情報をフィードバックすることができない。すなわち、特定の状況では、ＵＥ１　１
３２０は、情報１３６５を受信できるが、ｅＮＢ１　１３０５は、ＵＥ１　１３２０から
のフィードバックを受信できない。選択可能な代案では、情報１３６５を省略し、一方で
、情報１３５５は、Ｄ２Ｄ通信の再設定のためのすべての必要情報を含み、カバレッジの
端１３５０とカバレッジ外１３４０にあるＵＥ１　１３２０は、Ｄ２Ｄ通信のための同一
の構成を使用する。
【０１３３】
　図１４は、本発明の実施形態による移動性によるＤ２Ｄ通信再設定のための動作１４０
０を示す。上記フローチャートは、一連のシーケンス信号を示すが、明示的に記述されな
い限り、特定順序の実行、同時的ではなく順次に又は重複的な方式で、これら信号又は部
分の実行、あるいは介在又は中間信号の発生なしに排他的に記述された信号の実行に関す
るシーケンスから何の推定もされてはならないものである。ここに記述された実施形態で
説明する動作１４００は、例えば、移動局での送信器及び受信器チェーンにより実現され
る。
【０１３４】
　ｅＮＢ１は、ステップ１４０５で、ＵＥ１がＤ２Ｄ通信のためにＳＡを伝送するように
リソースをスケジューリングする。ＵＥ１の近接位置にあるＵＥ２は、ステップ１４１０
で、スケジューリングされるＳＡのためのリソース又はＳＡを受信する場所に関する表示
を受信できる。この表示は、ＵＥ２がカバレッジ内又はカバレッジの端である場合、他の
Ｄ２Ｄ　ＵＥにより伝送されるＰＤ２ＤＳＣＨから、又はＳＩＢ又はＰＤＣＣＨからを示
す。あるいは、ＵＥ２は、ＳＡのための所定の受信プールを有することができる。ＵＥ１
は、モード１でＳＡ１４１５のように制御を伝送する。ＵＥ１は、モード１でＤ２Ｄデー
タ１４２０を伝送する。又は、Ｄ２Ｄデータ１４２０は、制御１４２０と共に存在できる
。ＵＥ１は、ステップ１４２５で、測定を実行してその測定を報告する。ｅＮＢ１は、Ｕ
Ｅ１がカバレッジの端に近接すると判定し、あるいは測定報告及び可能な場合にネットワ
ーク負荷のような他の条件に基づき、ＵＥ１がモード１からモード２へ切り替えする必要
があると判定し、それによって予めＵＥ１にそのＵＥがカバレッジの端にある場合にＳＡ
のために使用されるリソースプールに関する信号１４３０を伝送する。信号１４３０は、
カバレッジの端にあるように入るＵＥ１によるＤ２Ｄ通信の再設定に関連したすべての他
の情報、例えば、ＵＥが同期を獲得するために推薦されるノード、モード１伝送からモー
ド２伝送への切り替えのための効果的な時間、モード２に対して競合に関連したパラメー
ター、Ｄ２Ｄパワーコントロールに関連した情報などを含むことができる。モード２関連



(35) JP 2017-509261 A 2017.3.30

10

20

情報のうち一部は、ＳＩＢに又は他の共通信号に、又はＲＲＣ信号又はより高い階層の信
号のようなＵＥ専用の信号に含まれることができる。信号１４３０の受信後、ＵＥ１は、
確認応答(acknowledge）を伝送する。ＵＥ１は、ステップ１４３５でカバレッジの端にあ
るか、あるいはＵＥ１は、暗示的なカバレッジの端を有する。ＵＥ１は、自律的にカバレ
ッジの端を決定し、又は選択的にｅＮＢ１はカバレッジの端に存在するようにＵＥ１に指
示することができる。ＵＥ１は、モード２伝送が信号１４３０で指示された効果的な時間
によりまだ効果的でない場合、モード１伝送を継続して使用でき、そうでないと、ＵＥ１
は、ｅＮＢ１により指示されるようにモード２で伝送可能である。あるいは、ＵＥ１は、
ステップ１４４０で、モード１伝送を用いてＳＡ/データを伝送し、ステップ１４４５で
、また切り替える間に信頼性を向上させるために伝送モード２を用いてＳＡ/データを伝
送することができる。言い換えれば、伝送モードの切り替え中にモード１及びモード２が
両方ともに伝送するために使用できる。ｅＮＢ１は、この時点ではＵＥ１がフィードバッ
クしないかもしれないが、信頼性を向上させるために、Ｄ２Ｄ通信の再設定に関する関連
情報を継続して伝送する。例えば、ｅＮＢ１は、ＳＡのためのリソースプール１４５０、
及び同期のための推薦１４５５を、カバレッジ外のためのＳＡ向けのリソースプール(こ
のようなプールがカバレッジの端にあるＵＥに対するプールと異なる場合）を伝送できる
。上記したシグナリングは、ＵＥ１に対して専用でもある。ＵＥ１は、ステップ１４６５
で、カバレッジ外にある。ＵＥ１は、ステップ１４７０で、再同期化を遂行する。ＵＥ１
は、ＳＡ１４７５とデータ１４８０を伝送する。ＵＥ１は、ステップ１４８５で、他のＤ
２Ｄ　ＵＥからのＳＡ/データのためのリソースプールに関する情報を受信できる。その
プールに関する情報がリソースプールに対して以前に受信された情報とは異なる場合、Ｕ
Ｅ１は、アップデートされたプールを用いてＳＡ１４９０及びデータ１４９５を伝送する
。
【０１３５】
　＜表１７＞は、ｅＮＢからＵＥへ信号又はメッセージにより伝送され、あるいは含まれ
る情報の一例を示し、ここで上記情報は、モード２伝送に関連する。
【０１３６】
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【表１７】

【０１３７】
　１ビットフィールドのようなフィールドは、モード２伝送のためのリソースプールがタ
イマＴ３０１又はＴ３１１が動作中である場合にモード２を利用することに関連する場合
のように、ＵＥが自律的に入ることができる例外的な場合に、ＵＥが使用しないようにす
るか否かを指示するために使用されることもある。あるいは、リソースプールは、そのＵ
Ｅが自律的に入る例外的な場合に存在する場合、ＵＥが使用するためのものである。ＵＥ
は、例外的な場合に自律的にモード２に入り、あるいはそうでない場合には各々のリソー
スプールを用いてモード２で伝送する。あるいは、このようなフィールドは、モード２の
フィールドのための効果的な時間を有することによって黙示的であるか、そうでないこと
もある。モード２フィールドのための効果的な時間が存在する場合、これは、モード２向
けの情報が非例外的な場合に対するものであることを意味する。効果的な時間フィールド
が存在しない場合、これは、モード２向けの情報が例外的な場合に対するものであること
を意味する。あるいは、１ビットフィールドのようなフィールドは使用されないことがあ
るが、ＵＥは、最近に受信したメッセージ又は信号により指示されたＴＸ伝送のためのリ
ソースプールを常に使用する。ＵＥがＳＩＢにより指示され、あるいは専用の信号により
指示されるＴＸ伝送のためのリソースプールを有する場合、ＵＥは、専用の信号により指
示されるＴＸ伝送のためのリソースプールを使用できる。
【０１３８】
　モード２伝送のためのリソースプールに関する上記説明は、モード２に関連した他の情
報に適用され得る。そのフィールドのうちいいずれかが以前に伝送されたメッセージから
変化しない場合、その情報はメッセージの伝送で省略されることもある。
【０１３９】
　図１５は、本発明の実施形態により、移動性によるＤ２Ｄ通信再設定のためのシナリオ
を示す。図１５に示すＤ２Ｄ通信ネットワーク１５００の実施形態は、単に例示のための
ものである。本発明の範囲から逸脱しない限り、他の実施形態が使用できる。
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【０１４０】
　Ｄ２Ｄ通信ネットワーク１５００は、ネットワークカバレッジ内の境界１５１０とネッ
トワークカバレッジの端の境界１５１５内の複数のＵＥと通信可能な第１のｅＮＢ、すな
わちｅＮＢ１　１５０５を含む。ｅＮＢ１　１５０５は、ｅＮＢ１０２と同一又は類似し
て構成され得る。一つ以上のＵＥ１　１５２０及びＵＥ２　１５２５は、ＵＥ１１６と同
一又は類似に構成することができる。
【０１４１】
　図１５に示す実施形態において、ＵＥ１　１５２０及びＵＥ２　１５２５は、カバレッ
ジ外１５３０である。ＵＥ１　１５２０は、モード２を用いてＤ２Ｄ制御及びデータを伝
送する。ＵＥ１　１５２０は、新たな位置１　１５３５へ移動し、これは、カバレッジの
端境界１５１５内にある場合、カバレッジ内の境界１５１０を超えるためにカバレッジの
端２５４０に存在する。ＵＥ１　１５２０は、ｅＮＢ１１５０５により伝送された、Ｄ２
Ｄ通信に関連した共通情報を獲得できる。ＵＥ１１５２０は、カバレッジ内１５５５であ
る新しい位置２　１５５０に移動する。ＵＥ１　１５２０は、ランダムアクセスを遂行し
、ｅＮＢ１　１５０５は、Ｄ２Ｄ制御及びデータ通信のためのリソースのためにＵＥ１　
１５２０をスケジューリングする。次に、ＵＥ１　１５２０は、モード１を用いてＤ２Ｄ
制御及びデータを伝送する。伝送モードの切り替えに先立って、ＵＥ１　１５２０は、Ｄ
２Ｄ制御及びデータ通信のためのスケジューリングされたリソースを獲得する。このよう
な伝送モードのうち、ＵＥ１　１５２０は、モード２とモード１を両方とも用いて伝送す
ることで、ロバスト性を向上させる。
【０１４２】
　図１６は、本発明の実施形態による移動性によるＤ２Ｄ通信再設定のための動作１６０
０を示す。上記フローチャートは、一連のシーケンス信号を示すが、明示的に記述されな
い限り、特定順序の実行、同時的ではなく順次に又は重複的な方式で、これら信号又は部
分の実行、あるいは介在又は中間信号の発生なしに排他的に記述された信号の実行に関す
るシーケンスから何の推定もしてはならないものである。ここで、記述された実施形態で
説明する動作１６００は、例えば、移動局での送信器及び受信器チェーンにより実現され
る。
【０１４３】
　ステップ１６０２において、ＵＥ１は、競合によりリソースプールからリソースを選択
してモード２でＳＡデータを伝送する。ＵＥ２は、ステップ１６０４で、ＳＡを受信する
場所に関する表示を受信する。ＵＥ１は、ＳＡ１６０６及びデータ１６０８を伝送する。
ＵＥ１は、ｅＮＢ１　１６１０から伝送されたダウンリンク信号を検出する。ＵＥ１は、
測定を実行し、ＤＬチャンネル復号化を実行できる。ＵＥ１は、例えば、ｅＮＢ１からＳ
ＩＢを検出した後にカバレッジの端にあると決定する。ＵＥ１は、ステップ１６１４で、
ｅＮＢ１に対して再同期化することを決定する。これが、ｅＮＢ１に対して再同期化する
前に、ＵＥ１は、その再同期化に対して他のノードに通知することができる。ＵＥ１はカ
バレッジ外に対するリソースプールからカバレッジの端に異なるリソースプールが存在す
る場合、ｅＮＢ１６１６からのＳＡに対するリソースプールに関する情報をアップデート
する。プールが同一である場合、信号１６１６は、スキップが可能である。ＵＥ１は、Ｓ
Ａ１６１８及びデータ１６２０を伝送する。ＳＡ及びデータの伝送は、それが存在する場
合、アップデートされたリソースプールに基づく。あるいは、ＳＡ及びデータの伝送は、
例えば、重複し、既存のプールと新たなプール全部に基づくことができる。ＵＥ１は、ス
テップ１６２２でｅＮＢ１から信号を受信する。ＵＥ１は、ステップ１６２４で、測定を
遂行してより強い信号がｅＮＢ１から受信されることを検出することにより、ＵＥ１は、
カバレッジ内にあり得る。ＵＥ１は、ステップ１６２６で、ランダムアクセルプリアンブ
ルを伝送することによってＲＡＣＨを実行し、ｅＮＢ１は、ステップ１６２８でそのＲＡ
ＣＨに応答する。ＵＥ１は、ステップ１６３０で、ＲＡＣＨでメッセージ３を伝送し、ｅ
ＮＢは、ステップ１６３２で、メッセージ４に応答する。ＵＥ１は、例えば、ＲＡＣＨに
成功した後にステップ１６３４でカバレッジ内にある。ＵＥ１は、Ｄ２Ｄ通信に対して要
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求し、ｅＮＢ１は、ＵＥ１のためのリソースをスケジューリングすることで、ＳＡ/デー
タを伝送する(ステップ１６３６)。ＵＥ１は、伝送モード２から伝送モード１へ遷移する
。この遷移中に、ＳＡ/データのためのｅＮＢ１のスケジューリングしたリソースに先立
って、ＵＥ１は、モード２を用いてＳＡ/データを伝送する。あるいは、ＵＥ１は、遷移
の際にＳＡ/データを伝送するためにモード２　１６３８及びモード１　１６４０を両方
ともに利用してロバスト性を向上させるようになる。
【０１４４】
　Ｄ２Ｄ　ＵＥが第１のｅＮＢから第２のｅＮＢにハンドオーバーする場合、第１のｅＮ
Ｂは、第２のｅＮＢでのＤ２Ｄ制御及びデータに対するリソース割り当てに対して予めＵ
Ｅに通知する。例えば、ｅＮＢは、ハンドオーバー命令において又は第２のｅＮＢに対す
る専用のランダムアクセスに関する情報とともにＵＥに通知し、これによってＤ２Ｄサー
ビスは連続性を有することができる。
【０１４５】
　ハンドオーバー前に、Ｄ２Ｄ通信リソース割り当てがモード１にある場合、ハンドオー
バー中に又はハンドオーバー後に、Ｄ２Ｄ通信リソース割り当ては、モード１で維持され
得る。第２のｅＮＢからのＤ２Ｄ通信リソース割り当てに関する新たなパラメータが用意
される場合、ＵＥは、Ｄ２Ｄ制御又はデータを伝送するための新たなリソース割り当てを
使用して始めることができる。ＵＥは、第１のｅＮＢからの既存のリソース割り当て及び
第２のｅＮＢからの新たなリソース割り当てを利用し、遷移期間中に、Ｄ２Ｄ制御又はデ
ータを伝送することができる。
【０１４６】
　図１７は、本発明の実施形態による移動性及びハンドオーバーによるＤ２Ｄ通信再設定
のためのシナリオを示す。図１７に示すＤ２Ｄネットワーク１７００の実施形態は、単に
例示のためのものである。本発明の範囲から逸脱しない限り他の実施形態が使用すること
ができる。
【０１４７】
Ｄ２Ｄ通信ネットワーク１７００は、第１のｅＮＢ、すなわちｅＮＢ１　１７０５及び第
２のｅＮＢ、すなわちｅＮＢ２　１７１０を含む。ｅＮＢ１　１７０５は、ネットワーク
カバレッジ内の境界１７１５とネットワークカバレッジの端の境界１７２０内の複数のＵ
Ｅと通信可能である。ｅＮＢ２　１７１０は、ネットワークカバレッジ内の境界１７２５
とネットワークカバレッジの端の境界１７３０内の複数のＵＥと通信可能である。上記し
たｅＮＢ１　１７０５及びｅＮＢ２　１７１０は、ｅＮＢ１０２と同一又は類似に構成さ
れ得る。図１７に示す一つ以上のＵＥ１　１７３５及びＵＥ２　１７４０は、ＵＥ１１６
と同一又は類似に構成できる。
【０１４８】
　図１７に示す実施形態では、ｅＮＢ１　１７０５は、ＵＥ１　１７３５と通信し、ｅＮ
Ｂ２　１７１０は、ＵＥ２　１７４０と通信する。ＵＥ１　１７３５及びＵＥ２　１７４
０は、Ｄ２Ｄ通信を実行する。ＵＥ１　１７３５は、新たな位置１７４５に向けて移動し
、ｅＮＢ１　１７０５は、ｅＮＢ２　１７１０にＵＥ１　１７３５をハンドオーバーする
必要がある。ハンドオーバー以前に、ｅＮＢ２　１７１０は、ＳＡ又はデータに対するリ
ソース割り当てのようなＤ２Ｄリソース割り当てに関連したパラメータに対してバックホ
ール１７５０を通じてｅＮＢ１　１７０５に通知することができる。ｅＮＢ１　１７０５
は、ｅＮＢ１　１７０５がｅＮＢ２　　１７１０から獲得する、ｅＮＢ２　１７１０のカ
バレッジでＤ２Ｄ通信に関する情報に対してＵＥ１　１７３５に通知するためにメッセー
ジを伝送できる。ＵＥ１　１７３５は、ハンドオーバーが完了する前に、ハンドオーバー
過程中でも、Ｄ２Ｄ制御及びデータを伝送するために、ｅＮＢ１　１７０５を通じてｅＮ
Ｂ２　１７１０により与えられる新たなＤ２Ｄ通信リソースを使用し始めることができる
。
【０１４９】
　図１８は、本発明の実施形態による移動性によるＤ２Ｄ通信再設定のための典型的な動
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作１８００を示す。上記フローチャートは、一連のシーケンス信号を示すが、明示的に記
述されない限り、特定順序の実行、同時的ではなく順次に又は重複的な方式で、これら信
号又は部分の実行、あるいは介在又は中間信号の発生なしに排他的に記述された信号の実
行に関するシーケンスから何の推定もされてはならないものである。ここで、記述された
実施形態で説明する動作１８００は、例えば、移動局での送信器及び受信器チェーンによ
り実現される。
【０１５０】
　ＵＥ１は、ｅＮＢ１　１８０５からＳＡを送信するためのリソースを獲得する。ＵＥ２
は、ｅＮＢ２　１８１０からＤ２Ｄ　ＳＡを受信するためのリソースを獲得する。ＵＥ１
は、ＳＡ　１８１５及びデータ１８２０を伝送する。ＵＥ１は、ｅＮＢ２　１８１０に測
定報告を伝送する。それによって、ｅＮＢ１は、ＵＥ１がｅＮＢ２に対してハンドオーバ
ーを実行する決定する。ｅＮＢ１及びｅＮＢ２は、ステップ１８３０で、Ｄ２Ｄ通信ネゴ
シエーションだけでなくハンドオーバーネゴシエーションを実行する。ｅＮＢ２は、ｅＮ
Ｂ１にＵＥ１がＤ２Ｄ通信のために使用しなければならないリソース割り当てに関する情
報に対して通知する。ｅＮＢ１は、ＵＥ１にメッセージを送信し、ここでメッセージは、
ｅＮＢ２　１８３５に関してＤ２Ｄ　ＳＡを伝送するためのリソースを含むことができる
。ｅＮＢ１は、ステップ１８４０で、ＵＥ１にハンドオーバーするように命令する。メッ
セージ１８３５及びメッセージ１８４０が統合又は分離できる。ＵＥ１は、ステップ１８
５０で、ｅＮＢ２　１８４５にランダムに接続信号を伝送し、ｅＮＢ２は応答を伝送する
。ＵＥ１は、ステップ１８６０で、ｅＮＢ２　１８５５にメッセージ３を伝送し、またｅ
ＮＢ２は、メッセージ４を伝送する。ハンドオーバー中に、ＵＥ１は、ｅＮＢ１により割
り当てられたリソースを用いてＤ２Ｄ　ＳＡを伝送でき、それは、ｅＮＢ２により割り当
てられた(ｅＮＢ１に通知され、ｅＮＢ１がＵＥ１に伝送した)リソースを用いてＤ２Ｄ　
ＳＡを伝送し、信頼性を向上させる。あるいは、ＵＥ１は、新たなリソースが、例えば所
定の持続時間後又は所定のタイマ値後に使用される準備が可能である場合、又は新たなリ
ソース割り当てが効果的である場合、ｅＮＢ２により割り当てられた新たなリソースを使
用し始める。ＵＥ１は、ｅＮＢ２　１８６５から直接Ｄ２Ｄ　ＳＡを伝送するためのリソ
ースを獲得することができる。ハンドオーバーが実行された後に、例えば、所定時間のハ
ンドオーバーの成功後に、ＵＥ１は、ｅＮＢ２により割り当てられた新たなリソースを用
いてＳＡ１８７０及びデータ１８８０を伝送できる。
【０１５１】
　図１９は、本発明の実施形態により、移動性によるＤ２Ｄ通信再設定のための典型的な
シナリオを示す。図１７に示すＤ２Ｄ通信ネットワーク１９００の実施形態は、単に例示
のためのものである。本発明の範囲から逸脱しない限り他の実施形態が使用できる。
【０１５２】
　Ｄ２Ｄ通信ネットワーク１９００は、第１のｅＮＢ、すなわちｅＮＢ１　１９０５及び
第２のｅＮＢ、すなわちｅＮＢ２　１９１０を含む。ｅＮＢ１　１９０５は、ネットワー
クカバレッジ内の境界１９１５とネットワークカバレッジの端の境界１９２０内の複数の
ＵＥと通信可能である。ｅＮＢ２　１９１０は、ネットワークカバレッジ内の境界１９２
５とネットワークカバレッジの端の境界１９３０内の複数のＵＥと通信可能である。上記
したｅＮＢ１　１９０５及びｅＮＢ２　１９１０は、ｅＮＢ１０２と同一又は類似に構成
され得る。図１９に示す一つ以上のＵＥ１　１９３５及びＵＥ２　１９４０は、ＵＥ１１
６と同一又は類似に構成され得る。
【０１５３】
　図１９に示す実施形態では、ｅＮＢ１　１９０５は、ＵＥ１　１９３５と通信する。ｅ
ＮＢ２　１９１０は、ＵＥ２　１９４０と通信する。ＵＥ１　１９３５及びＵＥ２　１９
４０は、Ｄ２Ｄ通信を実行する。ＵＥ１　１９３５は、新たな位置１９４５に向けて移動
するが、このような新たな位置でｅＮＢ１　１９０５及びｅＮＢ２　１９１０両方に対し
てカバレッジの端にある。ＵＥ１　１９３５は、モード１を通じて獲得されたリソース割
り当てをモード２により獲得したＤ２Ｄリソース割り当てに変更する必要がある。ＵＥ１
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　１９３５は、モード２伝送のために、ｅＮＢ１　１９０５からＤ２Ｄ通信１９５０に関
する情報を、ｅＮＢ２　１９１０からＤ２Ｄ通信１９５５に関する情報を獲得できる。し
たがって、ＵＥ１　１９３５は、Ｄ２Ｄ制御又はデータのためにモード２を利用すること
ができる。
【０１５４】
　図２０は、本発明の実施形態により、移動性によるＤ２Ｄ通信再設定のための典型的な
動作２０００を示す。上記フローチャートは、一連のシーケンス信号を示すが、明示的に
記述されない限り、特定順序の実行、同時的ではなく順次に又は重複的な方式で、これら
信号又は部分の実行、あるいは介在又は中間信号の発生なしに排他的に記述された信号の
実行に関するシーケンスから何の推定もしてはならないものである。ここで、記述された
実施形態で説明する動作２０００は、例えば、移動局での送信器及び受信器チェーンによ
り実現される。
【０１５５】
　ＵＥ１は、ｅＮＢ１　２００５からモード１でＳＡを送信するためのリソースを獲得す
る。ＵＥ２は、ｅＮＢ２　２０１０からＤ２Ｄ　ＳＡを受信するためのリソースを獲得す
る。ＵＥ１は、ＳＡ２０１５及びデータ２０２０を伝送する。ＵＥ１は、ｅＮＢ１に測定
報告２０１５を伝送する。ＵＥ１は、ＮＢ１及びｅＮＢ２のカバレッジの端２０３０であ
る。ＵＥ１は、ｅＮＢ１からＳＡ２０３５のためのリソースプールを受信し、ｅＮＢ２か
らＳＡ２０４０のためのリソースプールを受信する。信頼性を向上させるために、ｅＮＢ
１及びｅＮＢ２からリソース割り当て又はモード２伝送に関する情報は同一であり、また
ＵＥ１は組み合わせることができる。あるいは、ＵＥ１は、ｅＮＢ１又はｅＮＢ２からＳ
Ａ伝送のためのリソースプールを受信する。ＵＥ１は、モード２に関する情報に基づいて
決定されたリソースを用いてＳＡ２０４５及びデータ２０５０を伝送できる。
【０１５６】
　Ｄ２Ｄ　ＵＥは、信頼性を向上させるために第１のノード及び第２のノードからリソー
ス割り当て又はモード２伝送に関する情報を受信及び組み合わせすることができる。上記
した第１のノード又は第２のノードは、インフラノード、すなわちＤ２Ｄ　ＵＥであり得
る。上記した組み合わせを可能にするためには、第１のノード又は第２のノードがＤ２Ｄ
　ＵＥである場合、各々のノード、すなわちＤ２Ｄ　ＵＥは、フレームナンバーを定義し
て受信するＵＥを知るようにすることが必要である。
【０１５７】
　一実施形態においては、カバレッジ内のＤ２Ｄ　ＵＥに対して、モード１通信が使用で
き、例外的な場合に対しては、モード２が使用できる。例外的な場合、例えば、ＵＥがＲ
ＲＣ接続を設定しようとする場合を含む。また、例外的な場合、例えば、ＵＥがカバレッ
ジ内にあり、所定の時間でＲＲＣ接続を設定できない場合を含むことができる。例外的な
場合に、例えば、ＵＥがカバレッジ内にあり、Ｔ３１０と称されるタイマが無線リンク失
敗プロセスのために動作中である場合のように、不良した無線状態を体験する場合を含み
、ここでＴ３１０は、無線リンク失敗の検出前、下位階層からの予め設定された数の‘同
期ずれ(out-of-sync)'の検出時に開始され、無線リンク失敗の検出はＴ３１０が終了する
前には無線リンクが回復されないことがある。例外的な場合、例えば、ＵＥがＲＲＣ接続
をすることが必要な場合を含むことができ、ここでタイマＴ３１１と称されるタイマは、
ＲＲＣ接続再確立が開始された後に動作中であるか、あるいはタイマＴ３０１と称される
タイマは、ＵＥがＲＲＣ接続再確立要求を伝送した後に動作中である。例外的な場合、例
えば、Ｄ２Ｄ　ＵＥがモード２を利用するためにインフラノードにより要求される再設定
が存在する場合を含むことができる。
【０１５８】
　この場合、モード２は、このような時間が指示又は設定される場合、最小に必要な時間
で使用できる。例えば、タイマは所定の値に設定でき、そのタイマはモード２が使用され
るときに開始され、そのタイマが終了する前にはモード２が継続して使用されなければな
らない。あるいは、モード１がＵＥに指示されるまでモード２が使用でき、あるいはＵＥ
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がモード２を使用することを中止するようにネットワークインフラノードにより指示され
るまでモード２が使用でき、又は例外的な場合がこれ以上有効でないまでモード２が使用
できる。ＵＥは、モード１伝送を維持でき、すなわちモード１を使用することを時間的に
中止するが、モード１のためのリソースを解除しない。ＵＥは、所定値を有するタイマに
より持続時間が定義される所定期間の時間後にモード１のためのリソースを解除できる。
ＵＥは、ネットワークインフラノードにより指示されるまで、又は例外的な場合がこれ以
上有効しないまでモード１を使用することを再開始できる。あるいは、ＵＥは、モード１
を利用することを中断し、リソースを解除させるネットワークインフラノードから指示を
受信するまで、モード２が使用される場合、モード１を使用することができる。
【０１５９】
　図２１は、本発明の実施形態による異なる条件又は基準により、Ｄ２Ｄ　ＵＥがモード
１又はモード２で伝送するプロセス２１００を示す。上記フローチャートは、一連のシー
ケンス信号を示すが、明示的に記述されない限り、特定順序の実行、同時的ではなく順次
に又は重複的な方式で、これら信号又は部分の実行、あるいは介在又は中間信号の発生な
しに排他的に記述された信号の実行に関するシーケンスから何の推定もしてはならないも
のである。ここで、記述された実施形態で説明するプロセスは、例えば、移動局での送信
器チェーンにより実現される。
【０１６０】
　ステップ２１０５において、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、測定を実行する。Ｄ２Ｄ　ＵＥは、ネッ
トワークインフラノードにより特定条件が満たされ、あるいは指示される場合、その測定
を報告することができる。ＵＥは、Ｄ２Ｄ　ＴＸがカバレッジ内にあるか否かをステップ
２１１０で決定する。ＵＥは、ステップ２１１５で、ＴＸモード２の指示を受信するか否
かを決定する。ＵＥは、ステップ２１２０で、ＵＥがモード２を使用するための例外的な
場合を体験するか否かを決定する。このような決定は、図２１には連続的なこととして示
すが、図２１に示すこととは異なる順序で又は並列的に処理され得る。それがカバレッジ
内にない場合、ＵＥは、ステップ２１２５において、ＴＸモード２を適用する。ＵＥがカ
バレッジ内にあるが、インフラノードからＴＸモード２の指示を受信する場合、又はＵＥ
がＴＸモード２を用いて開始する例外的な場合に入る場合、ＵＥは、ステップ２１３０で
ＴＸモード２を適用する。ＵＥは、モード１伝送を維持できる。あるいは、ＵＥはモード
１を使用でき、そのＵＥがカバレッジ内にあり、ＴＸモード２使用に関する指示を受信し
ない場合、又はＵＥがモード２を使用する例外的な場合のうちいずれかにない場合、ＵＥ
は、ステップ２１３５でＴＸモード１を使用する。
【０１６１】
　Ｄ２Ｄ　ＵＥがＲＲＣ接続を設定しようとする場合、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、モード２を使用
できる。Ｄ２Ｄ　ＵＥは、そのＤ２Ｄ　ＵＥがキャンプしているインフラノードがモード
１を使用することをＤ２Ｄ　ＵＥに指示するまでモード２を継続して使用する。あるいは
、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、ＲＲＣ接続を完了するまでモード２を継続して使用する。あるいは、
Ｄ２Ｄ　ＵＥは、ＲＲＣ接続が拒絶される場合、モード２を継続して使用する。Ｄ２Ｄ　
ＵＥが予め設定された値を有する(Ｔ３_ＲＲＣＣｏｉｎｎｅｃｔｉｏｎ_Ｄ２Ｄ_Ｍｏｄｅ
２と称される)タイマにより設定可能な所定の時区間でＲＲＣ接続を設定できない場合、
Ｄ２Ｄ　ＵＥは、タイマが終了した後にモード２を使用することを継続する。タイマＴ３
_ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎ_Ｄ２Ｄ_Ｍｏｄｅ２は、そのＤ２Ｄ　ＵＥがランダムアク
セスプリアンブルを伝送するときに開始され、タイマは予め設定された値を有することが
できる。タイマは、ＲＲＣ接続が完了する場合、又はＵＥがモード１を使用するように指
示を受信する場合に停止する。ＲＲＣ接続が拒絶される場合、又はそのタイマが終了され
るが、ＲＲＣ接続がまだ完全でないときにはＤ２Ｄ　ＵＥはモード２を継続して使用する
。
【０１６２】
　Ｄ２Ｄ　ＵＥのための伝送モード切り替えは、無線リンク失敗(ＲＬＦ）過程に関連す
ることができる。例えば、伝送モード切り替えは、伝送モード１からモード２へ）、又は
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その反対に切り替えであり得る。Ｄ２Ｄ　ＵＥが伝送モード１にある場合、ＵＬＦは、特
定条件を満たす場合、タイマＴ３１０と称されるタイマを開始する。例えば、ＲＬＦのＤ
２Ｄ　ＵＥは、より下位階層が予め設定された数の‘同期ずれ’を検出する時点でタイマ
を開始する。第１のオプションは、Ｔ３１０が動作を開始する場合、ＵＥがモード２を使
用し始めることができる。第２のオプションは、ＲＬＦ関連タイマが終了する場合、リン
クが失敗する場合、ＲＬＦが検出され、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、Ｄ２Ｄ伝送モード２に入ること
ができる。すなわち、そのＵＥがＲＲＣ接続再確立要求を伝送するように、Ｔ３１１と称
されるもう一つのタイマは、ＲＲＣ再確立過程が開始される場合に動作を始める。モード
２へのより速い切り替えを可能にするために、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、タイマＴ３１０が開始さ
れた後に伝送モード２に関連したパラメータを獲得する。パラメータは、例えば、伝送モ
ード２のためのリソースプール、待機時間のような競合関連したパラメータ、競合ウィン
ドウサイズであり得る。タイマＴ３１０が終了する前に、アップリンクがＲＬＦ過程を外
すだけ十分によい場合、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、Ｄ２Ｄ通信がまだ必要であれば、伝送モード１
で動作を維持する。第３のオプションは、モード１からモード２への切り替えのためにＴ
３１０_Ｄ２Ｄ_Ｍｏｄｅ２として称される新たなタイマに拡張され、ここで新たなタイマ
は、ＲＬＦに対するタイマＴ３１０と異なることがある。新たなタイマＴ３１０_Ｄ２Ｄ_
Ｍｏｄｅ２は、Ｔ３１０が開始する場合に始まり、Ｔ３１０が停止する場合に終了されな
くても停止する。例えば、タイマは、予め設定された数の回数だけ下位階層が‘同期化(i
n-sync)’を検出した後にＴ３１０が停止する条件のため終了しないこともある。ＵＥは
、Ｔ３１０_Ｄ２Ｄ_Ｍｏｄｅ２が終了するが、Ｔ３１０がまだ終了しない場合にモード２
を適用する。タイマＴ３１０_Ｄ２Ｄ_Ｍｏｄｅ２に対する値は、Ｔ３１０に対する値より
典型的にはより小さいことがある。タイマＴ３１０_Ｄ２Ｄ_Ｍｏｄｅ２に対する値が０で
ある場合、第３のオプションは、第１のオプションとなり、このとき、タイマＴ３１０_
Ｄ２Ｄ_Ｍｏｄｅ２に対する値がＴ３１０に対する値と同一である場合、その値は、第２
のオプションとなる。第３のオプションはＤ２Ｄ　ＵＥがモード２を適用し始めるための
フレキシブルなタイミングを提供する。導入された新たなタイマは、既存の(legacy)タイ
マとは異なるため、モード１又はモード２に関連したＤ２Ｄ　ＵＥ動作は既存のタイマ設
定に影響を及ぼす必要はない。
【０１６３】
　上記した第１のオプションにおいて、モード２は、その時間が指示されるか、あるいは
構成されても、最小に必要な時間で使用され、あるいはモード２は、‘同期化’が予め設
定された回数だけ下位階層により検出されることのように、無線リンク回復によってＴ３
１０が停止するまで、又はＴ３１０が停止する場合に、そのタイマが開始する場合に予め
設定された値を有するタイマの満了時間として設定される所定の持続時間後に、又はＵＥ
がモード１を使用するように指示されるまで継続して使用できる。上記した第２のオプシ
ョンにおいて、モード２は、その時間が指示され、構成されても最小に要求される時間で
使用されることができ、あるいはＲＲＣ再確立が完了するまで、又はＲＲＣ再確立が完了
するときにタイマが始まる場合の予め設定された値を有するそのタイマの満了時間として
設定できる所定期間の時間後に、又はＵＥがモード１を使用するように指示されるまで継
続して使用できる。上記した第３のオプションにおいて、モード２は、その時間が指示さ
れ、あるいは構成されても、最小に必要な時間で使用でき、あるいはモード２が使用され
た後にＴ３１０が停止する場合、無線リンクの回復によって‘同期化’が予め設定された
回数だけ下位階層により検出されることのようにＴ３１０が停止するまで、又はモード２
が使用された後にＴ３１０が停止する場合に、Ｔ３１０が停止する場合に、そのタイマが
開始される場合に所定の値を有するタイマの終了時間に設定される所定期間の時間後に継
続して使用でき、あるいはモード２が使用された後に以後の時点にＴ３１０が終了する場
合、ＲＲＣ再確立が完了するまで、あるいはモード２が使用された後に以後時点でＴ３１
０が終了する場合、ＲＲＣ再確立が完了する場合、そのタイマが開始される場合の所定の
値を有するタイマの終了時間に設定される所定期間の時間後に、又はＵＥがモード１を使
用するように指示されるまで、継続して使用できる。
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【０１６４】
　図２２Ａ、図２２Ｂ、及び図２２Ｃは、本発明の実施形態による異なる条件又は基準に
従ってＤ２Ｄ　ＵＥがモード２を使用する典型的なプロセスを示す。動作２２０１，２２
０２，２２０３に対して示すフローチャートは、一連のシーケンス信号を示すが、明示的
に記述されない限り、特定順序の実行、同時ではなく順次に又は重複的な方式で、これら
信号又は部分の実行、あるいは介在又は中間信号の発生なしに排他的に記述された信号の
実行に関するシーケンスから何の推定もされてはならないものである。ここで、記述され
た実施形態で説明するプロセスは、例えば、移動局での送信器チェーンにより実現される
。
【０１６５】
　オプション１のステップ２２０１において、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、Ｔ３１０がステップ２２
０５で動作を始める条件を検出し、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、ステップ２２１０でタイマＴ３１０
を始める。Ｄ２Ｄ　ＵＥは、ステップ２２１５でモード２に関する情報を獲得する。情報
が予め設定され、あるいは以前に獲得した場合のように、モード２に関する情報が既に使
用可能である場合、ステップ２２１５での動作をスキップすることができる。ＵＥは、ス
テップ２２２０で、モード２を適用する。
【０１６６】
　オプション２のステップ２２０２において、動作ステップ２２２５，２２３０，２２３
５での動作は、ステップ２２０５、２２１０、２２１５の動作と同様である。Ｄ２Ｄ　Ｕ
Ｅは、Ｔ３１０がステップ２２４０で終了する場合、ステップ２２４５でモード２を適用
し、これは無線リンク失敗が検出されることを意味し、タイマＴ３１１は、ＲＲＣ接続再
確立が開始される場合、動作を始めることである。
【０１６７】
　オプション３のステップ２２０３で、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、Ｔ３１０がステップ２２５０で
動作を開始する条件を検出する。Ｄ２Ｄ　ＵＥは、ステップ２２５５で、タイマＴ３１０
及びＴ３１０_Ｄ２Ｄ_Ｍｏｄｅ２を始める。Ｄ２Ｄ　ＵＥは、ステップ２２６０で、モー
ド２のための情報を獲得する。モード２のための情報が、既に使用可能である場合、ステ
ップ２２６０の動作はスキップできる。ＵＥは、Ｔ３１０がステップ２２６５で停止する
場合に終了しないと、タイマＴ３１０_Ｄ２Ｄ_Ｍｏｄｅ２を停止する。例えば、ステップ
２２６５において、ＵＥは、下位階層が所定回数だけ‘同期化(in-sync)’を検出した後
にＴ３１０が停止する条件によってタイマを停止する。ＵＥは、モード２を適用し、この
とき、Ｔ３１０_Ｄ２Ｄ_Ｍｏｄｅ２が終了するが、ステップ２２７０で、Ｔ３１０は、ま
だ終了しない。
【０１６８】
　Ｄ２Ｄ　ＵＥに対して、伝送モード切り替えは、ハンドオーバープロセスに関連するこ
とができる。例えば、伝送モード切り替えは、伝送モード１からモード２への切り替え又
はその反対であり得る。Ｄ２Ｄ　ＵＥが伝送モード１にある場合、ハンドオーバーは、タ
イマＴ３０４と称されるタイマを開始し、このとき、例えばＵＥが移動性制御情報を含む
ＲＲＣ接続再設定を受信する場合に特定条件が満足される。第１のオプションは、Ｔ３０
４が動作を始める場合、モード２を使用することを始めることができる。第２のオプショ
ンは、Ｔ３０４が終了する場合にハンドオーバー失敗が検出されることであり得る。Ｔ３
１１と称されるもう一つのタイマは、ＲＲＣ再確立過程が開始される場合、動作を始める
。Ｄ２Ｄ　ＵＥは、Ｄ２Ｄ伝送モード２に進行できる。モード２への切り替えをより速く
するために、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、タイマＴ３０４が開始した以後にＵＥ伝送モード２に関連
したパラメータを獲得できる。上記パラメータは、例えば、伝送モード２のためのリソー
スプール、待機時間のような競合に関連したパラメータ、競合ウィンドウサイズであり得
る。ハンドオーバーがタイマＴ３０４が終了する前に成功である場合、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、
Ｄ２Ｄ通信がまだ必要でも伝送モード１で動作を維持する。第３のオプションは、モード
１からモード２への切り替えのためにＴ３０４_Ｄ２Ｄ_Ｍｏｄｅ２と称される新たなタイ
マに拡張可能になり、ここで新たなタイマは、タイマＴ３０４とは異なることができる。
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新たなタイマＴ３０４_Ｄ２Ｄ_Ｍｏｄｅ２は、Ｔ３０４が開始される場合に始まり、ＭＡ
Ｃがハンドオーバーのためのランダムアクセスを成功的に完了するとともに、ハンドオー
バーが成功的である場合Ｔ３０４が停止するための条件によって、タイマは、終了されな
くてもＴ３０４が停止する場合に停止する。ＵＥは、Ｔ３０４_Ｄ２Ｄ_Ｍｏｄｅ２が終了
するが、Ｔ３０４がまだ終了しないときにモード２を適用する。Ｔ３０４_Ｄ２Ｄ_Ｍｏｄ
ｅ２のための値はＴ３０４のための値より典型的により小さいことがある。Ｔ３０４_Ｄ
２Ｄ_Ｍｏｄｅ２のための値が０である場合、第３のオプションは、第１のオプションと
なり、Ｔ３０４_Ｄ２Ｄ_Ｍｏｄｅ２のための値がＴ３０４のための値と同一である場合、
第３のオプションは、第２のオプションとなる。第３のオプションは、Ｄ２Ｄ　ＵＥがモ
ード２の適用を開始するためのフレキシブルなタイミングを提供し、導入された新たなタ
イマは、既存のタイマとは異なるため、モード１又はモード２に関連したＤ２Ｄ　ＵＥ動
作は既存のタイマ設定に影響を及ぼす必要はない。
【０１６９】
　上記した第１のオプションにおいて、モード２は、最小必要時間が指示され、構成され
る場合、その時間で使用されるか、あるいはハンドオーバーのためのランダムアクセスを
成功して完了することのような理由で、Ｔ３０４が停止するまで継続して使用され得る。
あるいは、Ｔ３０４が停止する場合に、タイマが始まる場合の予め設定された値を有する
タイマの終了時間に設定される所定期間の時間後に、又はＵＥがモード１を使用するよう
に指示されるまで、継続して使用できる。上記した第２のオプションにおいて、モード２
は、最小必要時間が指示され、あるいは構成される場合、その時間で使用され、又はＲＲ
Ｃ再確立が完了するまで、又はＲＲＣ再確立が完了するときにタイマが開始される場合の
所定値を有するそのタイマの満了時間として設定できる所定期間の時間後に、又はＵＥが
モード１を使用するように指示するまで、継続して使用することができる。上記した第３
のオプションにおいて、モード２は、最小必要時間が指示され、あるいは構成される場合
、その時間で使用され、あるいはモード２が使用された後にＴ３０４が停止する場合(例
えば、ＭＡＣがハンドオーバーのためのランダムアクセスを成功的に完了するため)Ｔ３
０４が停止するまで、又はモード２が使用された後にＴ３０４が停止する場合、Ｔ３０４
が停止するときにそのタイマが開始される場合に所定値を有するタイマの終了時間に設定
される所定期間の時間後に継続して使われ、又はモード２が使用された後に以後の時点に
Ｔ３０４が終了する場合、ＲＲＣ再確立が完了するまで、又はモード２が使用された後に
Ｔ３０４が以後時点で終了する場合、ＲＲＣ再確立が完了する場合に、そのタイマが開始
する場合に予め設定された値を有するタイマの終了時間として設定できる所定期間の時間
後に、又はＵＥがモード１を使用するように指示されるまで継続して使用できる。
【０１７０】
　図２３Ａ、図２３Ｂ、及び図２３Ｃは、本発明の実施形態による異なる条件又は基準に
基づいてＤ２Ｄ　ＵＥがモード２を用いる例示的な動作を示す。 上記フローチャートは
、一連のシーケンス過程を示すが、明示的に記述されない限り、特定順序の実行、同時的
ではなく順次に又は重複的な方式で、これらステップ又は部分の実行、あるいは介在又は
中間ステップの発生なしに排他的に記述されたステップの実行に関するシーケンスから何
の推定もしてはならないものである。ここに記述された実施形態で説明するプロセスは、
例えば、移動局での送信器チェーンにより実現される。
【０１７１】
　オプション１のステップ２３０１において、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、Ｔ３０４がステップ２３
０５で動作を始める条件を検出する。Ｄ２Ｄ　ＵＥは、ステップ２３１０でタイマＴ３０
４を開始する。Ｄ２Ｄ　ＵＥは、ステップ２３１５で、モード２に関する情報を獲得する
。上記情報が予め設定され、あるいは以前に獲得した場合のように、モード２に関する情
報が既に利用可能である場合には、ステップ２３１５での動作はスキップできる。ＵＥは
、ステップ２３２０でモード２を適用する。
【０１７２】
　オプション２のステップ２３０２で、ステップ２３２５，２３３０，２３３５の動作は
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、ステップ２３０５，２３１０，２３１５の動作と同一である。Ｄ２Ｄ　ＵＥは、Ｔ３０
４がステップ２３４０で終了する場合にステップ２３４５でモード２を適用し、これは無
線リンク失敗が検出されることを意味し、タイマＴ３１１は、ＲＲＣ接続再確立が開始さ
れる場合に動作を開始する。
【０１７３】
　オプション３のステップ２３０３において、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、Ｔ３０４がステップ２３
５０で動作を開始するための条件を検出する。Ｄ２Ｄ　ＵＥは、ステップ２３５５でタイ
マＴ３０４及びＴ３０４_Ｄ２Ｄ_Ｍｏｄｅ２を始める。Ｄ２Ｄ　ＵＥは、ステップ２３６
０でモード２のための情報を獲得する。モード２のための情報が既に利用可能である場合
、ステップ２３６０での動作はスキップできる。ステップ２３６５において、ＵＥは、成
功しているハンドオーバーが原因であるように、Ｔ３０４が停止する場合に終了しなくて
もタイマＴ３０４_Ｄ２Ｄ_Ｍｏｄｅ２を停止する。ＵＥは、モード２を適用し、このとき
、Ｔ３０４_Ｄ２Ｄ_Ｍｏｄｅ２は終了するが、ステップ２３７０でＴ３１０は、まだ終了
しない。
【０１７４】
　Ｄ２Ｄ　ＵＥに対して、伝送モード切り替えは、ＲＲＣ接続再確立に関連する。例えば
、伝送モード切り替えは伝送モード１からモード２への切り替え又はその逆になり得る。
ＲＲＣ接続再確立は、無線リンク失敗をＵＥが検出する場合、又はハンドオーバーの失敗
、又はＥ-ＵＴＲＡ失敗からの移動性、又は下位階層らからインテグリティ検事失敗(inte
grity　check　failure）の表示、又はＲＲＣ接続再設定失敗のような場合で、ＲＲＣ接
続再確立要求を伝送することのように、開始できる。Ｄ２Ｄ　ＵＥが伝送モード１にある
場合、ＲＲＣ接続再確立は、タイマＴ３１１と称されるタイマを始め、この場合、例えば
、ＲＲＣ接続再確立が開始する場合、特定条件が満足される。あるいは、ＵＥがＲＲＣ接
続再確立要求を伝送する場合、Ｔ３０１と称されるタイマを開始する。第１のオプション
は、Ｔ３１１又はＴ３０１が動作を始める場合にモード２を使用することを開始できる。
第２のオプションは、Ｔ３１１が終了する場合、ＲＲＣ接続再確立失敗が検出され、ある
いはＴ３０１が選択されたセルが適合しなくなるだけでなく拒絶されるＲＲＣ接続再確立
のために停止する場合、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、Ｄ２Ｄ伝送モード２に進行することがある。あ
るいは、ＲＲＣ接続再確立が拒絶される場合、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、Ｄ２Ｄ伝送モード２に進
行可能である。より速いモード２への切り替えを可能にするために、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、タ
イマＴ３１１又はＴ３０１が開始される前後に伝送モード２に関連したパラメータを獲得
する。パラメータは、例えば、伝送モード２のためのリソースプール、待機時間のような
競合に関連したパラメータ、競合ウィンドウサイズであり得る。上記情報は、例えば、専
用の信号を通したり、又はＳＩＢ又はＰＤ２ＤＳＣＨのような共通信号を通したりする。
タイマＴ３１１が、そのＲＲＣ接続を終了する前に再確立に成功する場合、Ｄ２Ｄ　ＵＥ
は、Ｄ２Ｄ通信がまだ必要でも伝送モード１で動作を維持する。第３のオプションは、モ
ード１からモード２への切り替えのために(Ｔ３１１_Ｄ２Ｄ_Ｍｏｄｅ２と称される)新た
なタイマに延びることができ、ここで新たなタイマは、タイマＴ３１１とは異なる。新た
なタイマＴ３１１_Ｄ２Ｄ_Ｍｏｄｅ２は、Ｔ３１１が開始するときに始まり、例えば、Ｒ
ＲＣ接続再確立に成功することにより、Ｔ３１１が停止する場合、終了しなくても停止す
る。ＵＥは、Ｔ３１１_Ｄ２Ｄ_Ｍｏｄｅ２が終了するが、Ｔ３１１がまだ終了しないが、
あるいはＲＲＣ接続再確立が拒絶される場合、モード２を適用する。Ｔ３１１_Ｄ２Ｄ_Ｍ
ｏｄｅ２のための値は、Ｔ３１１のための値より典型的にはより小さくてもよい。Ｔ３１
１_Ｄ２Ｄ_Ｍｏｄｅ２のための値が０である場合、第３のオプションは、第１のオプショ
ンとなり、Ｔ３１１_Ｄ２Ｄ_Ｍｏｄｅ２のための値がＴ３１１のための値と同一である場
合、それは、第２のオプションとなる。第３のオプションは、Ｄ２Ｄ　ＵＥがモード２を
適用することを始めるようにフレキシブルなタイミングを提供し、導入された新たなタイ
マは、既存のタイマとは異なるため、モード１又はモード２に関連したＤ２Ｄ　ＵＥ動作
は既存のタイマ設定に影響を及ぼす必要がない。
【０１７５】
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　上記した第１のオプションで、モード２は、最小必要時間が指示され、あるいは構成さ
れる場合、その時間で使用され、又は例えば成功的なＲＲＣ接続再確立により、Ｔ３１１
が停止するまで、又はＴ３０１が停止するまで、又はＴ３１１が停止する場合、タイマが
開始するときに所定値を有するそのタイマの終了時間として設定される所定期間の時間後
に、又はＵＥがモード１を使用するように指示されるまで使用し続け、ＵＥがカバレッジ
外にあると見なされ、あるいはＵＥが新たなセルに対してＲＲＣ接続を設定しようと試み
中である場合に継続して使用できる。上記した第２のオプションにおいて、モード２は、
最小必要時間が指示され、構成される場合、その時間間、又はそのＵＥがモード１を使用
するように指示されるまで使用され、あるいはモード２は、そのＵＥがカバレッジの外側
にあると見なし、あるいはそのＵＥが新たなセルに対してＲＲＣ接続を設定しようとする
試し中である場合、継続して使用することができる。上記した第３のオプションにおいて
、モード２は、最小必要時間が指示され、あるいは構成される場合、最小に必要な時間の
間に使用され、あるいはモード２が使用された後にＴ３１１が停止する場合、例えば成功
的なＲＲＣ接続再確立により、Ｔ３１１が停止するまで、あるいはモード２が使用された
後にＴ３１１が終了する場合、Ｔ３１１が停止する場合にそのタイマが開始される場合に
、予め構成された値を有するタイマの終了時間に設定される所定期間の時間後に、又はＵ
Ｅがモード１を使用するように指示するまで継続して使用され、あるいはＲＲＣ接続再設
定が拒絶される場合、継続して使用できる。
【０１７６】
　図２４Ａ、図２４Ｂ、及び図２４Ｃは、本発明の実施形態による異なる条件又は基準に
従ってＤ２Ｄ　ＵＥがモード２を利用する典型的な動作を示す。上記フローチャートは、
一連のシーケンス過程を示すが、明示的に記述されない限り、特定順序の実行、同時では
なく順次に又は重複的な方式で、これらステップ又は部分の実行、あるいは介在又は中間
ステップの発生なしに排他的に記述されたステップの実行に関するシーケンスから何の推
定もしてはならないものである。ここに記述された実施形態で説明するプロセスは、例え
ば、移動局での送信器チェーンにより実現される。
【０１７７】
　オプション１のステップ２４０１において、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、Ｔ３１１又はＴ３０１が
ステップ２４０５で動作を始める条件を検出する。Ｄ２Ｄ　ＵＥは、ステップ２４１０で
、タイマＴ３１１又はＴ３０１を開始する。ＵＥは、ステップ２４１５でモード２を適用
する。
【０１７８】
　オプション２のステップ２４０２において、ステップ２４２０，２４２５の動作は、ス
テップ２４０５，２４１０の動作と同一である。Ｄ２Ｄ　ＵＥは、Ｔ３１１が終了したり
、又はＴ３０１が終了したり、あるいはＴ３０１が停止する場合、又はＲＲＣ接続再確立
がステップ２４３０で拒絶される場合、ステップ２４３５でモード２を適用する。
【０１７９】
　オプション３のステップ で、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、Ｔ３１１又はＴ３０１がステップ２４
４０で動作を始める条件を検出する。Ｄ２Ｄ　ＵＥは、ステップ２４４５で、タイマＴ３
１１又はＴ３０１及びＴ３１１_Ｄ２Ｄ_Ｍｏｄｅ２を開始する。ＵＥは、ステップ２４５
０において、例えば、成功的なＲＲＣ接続再確立によりＴ３１１が停止するときに終了し
ない場合、タイマＴ３１１_Ｄ２Ｄ_Ｍｏｄｅ２を停止し、Ｔ３０１が停止するときに終了
しない場合、タイマＴ３０１_Ｄ２Ｄ_Ｍｏｄｅ２を停止する。ＵＥは、Ｔ３１１_Ｄ２Ｄ_
Ｍｏｄｅ２は終了するが、Ｔ３１１は、まだ終了しない場合、あるいはＴ３０１_Ｄ２Ｄ_
Ｍｏｄｅ２は終了するが、Ｔ３０１は、ステップ２３７０でまだ動作中である場合、モー
ド２を適用する。
【０１８０】
　Ｄ２Ｄ　ＵＥに対して、伝送モード切り替えは、ＲＲＣ接続再設定に関連することがで
きる。例えば、伝送モード切り替えは伝送モード１でモード２への切り替え又はその反対
であり得る。ＲＲＣ接続再設定は、ＵＥにネットワークインフラノードにより指示又は命
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令され得る。ＲＲＣ接続再設定において、ｅＮＢは、必要であれば、Ｄ２Ｄ　ＵＥにモー
ド２通信を使用するように要求する指示を含む。例えば、ＲＲＣ接続再設定新たな構成が
効果的であるまで、可能であれば、待機時間を引き起こす任意の目的のためのものである
場合、この再設定は、例えば、そのセルがＤ２Ｄ関連アプリケーションのためにＤ２Ｄ　
ＵＥにサービングしており、新たなセルがＤ２Ｄモード１通信のためにそのＵＥにサービ
ングするように使用されるセル非活性化(deactivation)、又はＤ２Ｄモード１通信のため
にそのＵＥにサービングする、二重接続の場合のように、ｅＮＢを切り替えること、又は
Ｄ２Ｄモード１関連アプリケーションのためにＤ２Ｄ　ＵＥにサービングするセルがもう
一つの周波数キャリアで再設定される必要がある場合、セル周波数キャリア切り替え、Ｒ
ＲＣ接続再設定の特別な場合(例えば、図２３に関連した場合の例示と同一)であるハンド
オーバーなどを含むことができる。Ｄ２Ｄ通信モード１でモード２への切り替えその自体
もＲＲＣ再設定の場合のうちいずれか一つとして称される。Ｔ３ｘｘ_Ｄ２Ｄ_Ｍｏｄｅ２
と称されるタイマは、特定の目的のためのＲＲＣ再設定がネットワークインフラノードに
より指示され、あるいは命令される場合に開始できる。ＲＲＣ接続再設定メッセージにお
いて、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、ＲＲＣ接続再設定がＤ２ＤアプリケーションのためにＵＥがＤ２
Ｄ通信モード２を使用することを必要とする場合、タイマＴ３ｘｘ_Ｄ２Ｄ_Ｍｏｄｅ２の
構成を含む。タイマＴ３ｘｘ_Ｄ２Ｄ_Ｍｏｄｅ２は、ＲＲＣ接続再設定が完了するときに
終了しない場合に停止する。ＵＥはＴ３ｘｘ_Ｄ２Ｄ_Ｍｏｄｅ２が終了するが、ＲＲＣ接
続再設定がまだ完了しない場合、モード２を適用する。Ｔ３ｘｘ_Ｄ２Ｄ_Ｍｄｏｅ２のた
めの値は、存在する場合に、ＲＲＣ接続再設定のためのタイマのための値より典型的によ
り小さく設定され得る。ネットワークインフラノードにより伝送され、命令される特定の
目的のためのＲＲＣ接続再設定のメッセージにおいて、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、モード２がその
ＵＥにより使用しなければならないか否かの表示を含むことができる。例えば、‘０’値
はモード２を使用するのではなく、一方、‘１’値はモード２を使用することである、１
ビット表示が使用され得る。そのインジケータは、モード２が使用されることを指示する
場合、タイマＴ３ｘｘ_Ｄ２Ｄ_Ｍｏｄｅ２が付加的に使用され得る。あるいは、モード２
がＵＥにより使用されなければならないか否かの表示は、タイマＴ３ｘｘ_Ｄ２Ｄ_Ｍｏｄ
ｅ２が含まれるか否かにより黙示的であり得る。一実施形態において、含まれるタイマは
、モード２が使用されることを意味し、それとも、これはモード２が使用されないことを
意味する。タイマ値が‘０’である場合、これは、ＵＥがメッセージを受信した直後に開
始してモード２が使用されるべきであることを意味する。
【０１８１】
　モード２は、最小必要時間が指示され、あるいは構成される場合、その最小の必要時間
の間に使用できる。モード２は、ＲＲＣ接続再設定が完了するまで、あるいはＲＲＣ接続
再設定が完了する場合に、タイマが開始される場合に予め構成される値を有するタイマの
終了時間に設定できる所定期間の時間後に、又はそのＵＥがモード１を使用するように指
示するまで、継続して使用することができ、それでないと、ＲＲＣ接続再設定が完了しな
いと、ＲＲＣ接続再確立に進行する場合に継続して使用することができる。
【０１８２】
　図２５は、本発明の実施形態による異なる条件又は基準に従ってモード２を利用するＤ
２Ｄ　ＵＥの例示的な動作を示す。フローチャートは、一連のシーケンスステップを示す
が、明示的に記述されない限り、特定順序の実行、同時的でない順次的に又は重複的な方
式で、その過程又は部分の実行、又は介在したり中間的な過程の発生なしに排他的に記述
される過程の実行に関して、そのシーケンスからどんな推定もしてはならない。ここで、
開示された例で説明されるステップは、例えば、移動局における送信器チェーンにより実
現される。
【０１８３】
　ステップ２５０５において、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、Ｄ２Ｄモード２の通信に関連した情報を
含む任意の目的のためにＲＲＣ接続再設定を受信する。ＵＥは、ステップ２５１０で、Ｔ
３ｘｘ_Ｄ２Ｄ_Ｍｏｄｅ２を開始する。ＵＥは、ステップ２５１５において、モード２の
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ための情報を獲得する。モード２のための情報が既に利用可能であると、ステップ２５１
５での動作は省略可能である。ＵＥは、ＲＲＣ接続再設定がステップ２５２０で完了する
ときに終了しない場合、タイマＴ３ｘｘ_Ｄ２Ｄ_Ｍｏｄｅ２を停止させる。ＵＥは、Ｔ３
ｘｘ_Ｄ２Ｄ_Ｍｄｏｅ２が終了されるが、ＲＲＣ接続再設定は、まだステップ２５２５で
完了しない場合、モード２を適用する。
【０１８４】
　ＲＲＣ接続中にモード２のための新たなタイマＴ３_ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎ_Ｄ２
Ｄ_Ｍｏｄｅ２、新たなタイマＴ３１０_Ｄ２Ｄ_Ｍｏｄｅ２、Ｔ３０４_Ｄ２Ｄ_Ｍｏｄｅ
２、Ｔ３１１_Ｄ２Ｄ_Ｍｏｄｅ２、又はＴ３ｘｘ_Ｄ２Ｄ_Ｍｏｄｅ２に対するタイマ値は
、Ｄ２Ｄアプリケーションに関連して設定される。例えば、遅延に厳しい(delay　string
ent)Ｄ２Ｄアプリケーションに対しては、タイマ値は、モード２の以前の利用を可能なよ
うにより小さく設定される。遅延収斂性(delay　astringent)Ｄ２Ｄアプリケーションに
対しては、タイマ値は、相対的により大きく設定される。
【０１８５】
　モード２のためのこれらタイマのうち、いずれか一つは、ＵＥがモード１を使用に対す
る指示、又はモード２を使用の停止に対する指示を受信する場合、停止可能であることを
理解する。言い換えれば、ｅＮＢ又はネットワークベースの施設ノードは、モード２を使
用することを停止したり、又はモード１を利用することを再開するようにする指示をＵＥ
に伝送することにより、又はモード１を使用することにより、モード２のためのタイマの
うちいずれかをオーバーライド(override)できる。
【０１８６】
　一実施形態では、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、報告が接続要求のためのものである場合、測定報告
を伝送する。一実施形態においては、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、その報告が接続再確立要求のため
のものである場合、測定報告を伝送する。
【０１８７】
　伝送モード２からモード１への切り替えのために、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、モード２の終了に
先立ってＲＡＣＨを遂行する。モード１とモード２との間での切り替え中に、ロバスト性
を向上させるために、モード１とモード２は、Ｄ２Ｄ　ＵＥにより使用できる。
【０１８８】
　所定の実施形態において、Ｄ２Ｄ伝送モード１及びモード２は、Ｄ２Ｄ　ＵＥがカバレ
ッジ内、カバレッジの端、及びカバレッジ外にあるか否かに関係される場合、モード１及
びモード２のための切り替え条件は、カバレッジ内の、カバレッジの端、及びカバレッジ
外に対する条件に関連することができる。例えば、モード１がカバレッジ内のＵＥ　ＴＸ
に対して使用され、モード２がカバレッジの端、及びカバレッジの外側に対して使用され
る場合、モード１からモード２への切り替え条件は、カバレッジ内からカバレッジの端へ
の切り替えのための同一の条件であり得る。一実施形態では、モード１とモード２との間
での切り替えのための条件は、カバレッジ内の、カバレッジの端、及びカバレッジ外に存
在するための条件とは独立的であり得る。
【０１８９】
　一実施形態において、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、各々の伝送モード１とモード２に存在できる。
Ｄ２Ｄ　ＵＥが上記モードのうちいずれか一つに入る場合、現在のモードは、他のモード
へ切り替えられる前に少なくとも所定の持続時間で持続されなければならず、ここで上記
した所定時間は、例えば、任意のタイマにより定義できる。異なる現在のモードに対して
は異なるタイマ又は異なるタイマ値が定義できる。タイマにより定義される上記した所定
の持続時間は構成され、あるいは予め構成され、又は固定され得る。このような持続時間
は、モード間でのピンポン効果を避けるために、すなわちモード間で前後に非常に速く切
り替えられないようにするのに有効である。
【０１９０】
　モード２に対して、Ｄ２Ｄ　ＵＥにより使用される現在のリソースプールがｅＮＢによ
り指示されたリソースプールとは異なる場合、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、所定の条件が満たされる
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場合、モード２では維持しつつ、現在のプールでのモード２のリソースを変更してｅＮＢ
により指示されたプールとなるようにする。例えば、Ｄ２Ｄ　ＵＥにより使用された現在
のリソースプールがカバレッジ外側であり、ｅＮＢにより指示されたリソースプールがカ
バレッジの端である場合、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、所定の条件を満たす場合、モード２での動作
は維持しつつ、現在のプールでのモード２リソースを変更してｅＮＢにより指示されたプ
ールとなる。一実施形態においては、所定の条件は、Ｄ２Ｄ　ＵＥが、ＤＬがカバレッジ
内にあるが、ＵＬは、カバレッジ外にあると決定する場合を含む。一実施形態において、
上記した条件は、シグナリングが、例えばＳＩＢ又はＰＤＣＣＨを通じて検出されたｅＮ
Ｂからのプールを有するが、そのシグナルが十分に良好でなく、あるいはＲＳＲＰ、又は
ＲＳＰＱが所定のしきい値以下であるか、そのセルが禁止されるか、あるいはＤ２Ｄ伝送
モード１がサポートされない場合のように、そのｅＮＢが接続を許容しない場合を含むこ
とができる。
【０１９１】
　一実施形態において、ｅＮＢ又は中継ノードのようなネットワークインフラノードは、
それがＤ２Ｄをサポートするか、あるいは伝送モード１、伝送モード２、又はそれらの組
み合わせをサポートするかを表示できる。ネットワークインフラノードは、他のインフラ
ノードがＤ２Ｄをサポートするか、あるいは伝送モード１、伝送モード２、又はそれらの
組み合わせをサポートするかを指示することができる。Ｄ２Ｄ　ＵＥは、所定のモードが
サポートされない場合、アクセスを試さない。任意の実施形態において、Ｄ２Ｄ　ＵＥは
サポートできるモード１でも、モード２でも、任意の能力のために構成され得る。モード
１でも、モード２でも、いずらかモードで任意の能力を有するＤ２Ｄ　ＵＥは、各モード
をサポートしないノードに対して接続しようと試さない。Ｄ２Ｄアプリケーションに対す
るアクセスクラス禁止表示又はモード１を有するＤ２Ｄアプリケーションに関するアクセ
スクラス禁止表示が存在できる。Ｄ２Ｄ　ＵＥは、そのセルが禁止され、又はＤ２Ｄに対
して禁止されるアクセスクラスである場合、Ｄ２Ｄサービスのためにそのセルに対してア
クセスを求めない。Ｄ２Ｄ　ＵＥは、そのセルが禁止され、あるいはＤ２Ｄモード１に対
して禁止されたアクセスクラスである場合、モード１を有するＤ２Ｄサービスのためにそ
のセルに対してアクセスを求めないであり、したがってＤ２Ｄ　ＵＥは、モード２がサポ
ートされる場合にモード２を使用する。
【０１９２】
　ｅＮＢがＤ２Ｄ、モード１、又はモード２をサポートするか否かに関する表示は、例え
ば、ＩＳＢに存在できる。例えば、上記した表示は、任意の数のビットを使用すると同時
に、明白な表示を通じてなされる。例えば、１ビットがそのノードがＤ２Ｄをサポートす
るか否かを指示するために使用できる。そのノードがモードをサポートするか否かを指示
するために１ビットフィールドが使用可能である。ノードがモード２をサポートするか否
かを指示するために、１ビットフィールドが使用できる。もう一つの実施形態において、
Ｄ２Ｄがサポートされるか否かに関する表示は、どんなＤ２Ｄ関連情報がＳＩＢに搬送す
るか否かを通して黙示的に意味できる。ｅＮＢがＤ２Ｄ、モード１、又はモード２をサポ
ートするか否かに対する共同表示(joint　indication)が可能である。例えば、デフォル
トでＤ２Ｄがサポートされる場合、モード１がサポートされるか、あるいはモード２がサ
ポートされるかはモード２のためのリソースプールがＳＩＢに表示されるか否かを通じて
、黙示的に表示され得る。一実施形態においては、ＳＩＢがモード２伝送のためのリソー
スプールを含まない場合、モード２は、サポートされず、ＳＩＢがモード２伝送のための
リソースプールを含む場合、モード２はサポートされる。一実施形態では、ＳＩＢがモー
ド２伝送のためのリソースプールを含む場合、ＲＲＣ_ＩＤＬＥ状態のＵＥは、Ｄ２Ｄ通
信を有するようにＲＲＣ_ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ状態になる必要があり、そうでないと、Ｓ
ＩＢがモード２伝送のためのリソースプールを含む場合、モード２はサポートされ、ＲＲ
Ｃ_ＩＤＬＥ状態のＵＥは、モード通信を利用できる
【０１９３】
　一実施形態においては、モード２がサポートされない場合、モード１がサポートされる
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。一実施形態では、モード２がサポートされない場合、カバレッジ内のＵＥは、モード２
を利用するように構成できない。一実施形態では、モード２がサポートされない場合、そ
のセルは、ＵＥをサポートしないことによってモード１からモード２へ切り替える例外的
な場合に存在する。あるいは、モード２がサポートされないということは、モード２が一
般的にサポートされないが、モード２は専用の信号により構成される場合にサポートでき
、ＵＥは、構成されるようにモード２を有することができ、あるいはＵＥはモード１から
モード２に対して例外的な場合を有することができることを意味する。
【０１９４】
　一実施形態において、伝送モード１からモード２への遷移に対して、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、
伝送モード２にあり、維持されるＤ２Ｄ　ＵＥよりは伝送モード２の時点でのＳＡデータ
に対する競合でより高い優先順位を有する。
【０１９５】
　より高い優先順位は、例えば競合ウィンドウが開始する前のより短い待機持続時間、又
はより小さい競合ウィンドウサイズにより達成できる。より高い優先順位のためのパラメ
ータは予め定義され、固定され、あるいは構成されることができる。もう一つの例で、上
位の優先順位は、周波数又はタイムドメインのようなものでの第１のセットのリソースが
上位の優先順位を有するＵＥにより競合又は選択されるように予約する一方で、第２のセ
ットのリソースは、下位の優先順位を有するＵＥにより競合又は選択可能にすることで達
成でき、ここで上位の優先順位を有するＵＥより多くのＵＥが下位の優先順位を有する。
上記した第１のセットのリソースは、第２のセットのリソースに直交され、あるいは第１
のセットのリソースは第２のセットのリソースのスーパーセット(super　set)であり得る
。第１のセットのリソースは、第２のセットのリソース及び第２のセットのリソースには
存在しない所定のリソースを含むことができる。それらを有することにより、上位優先順
位を有するＵＥは、より少ない回数の試し、又はその選択過程でより短い持続時間でも成
功的にリソースを選択又は競合するより高い確率を有することができる。
【０１９６】
　一実施形態において、モード１からモード２へちょうど遷移されたＤ２Ｄ　ＵＥは、伝
送モード２に入って、維持しているＤ２Ｄ　ＵＥよりは伝送モード２の最初にＳＡ/デー
タのための競合又はリソース割り当てにおいて上位の優先順位を有する。タイマは、モー
ド１からモード２へＵＥの遷移の際に開始できる。タイマが終了する前に、ＵＥはより高
い優先順位を有することができる。タイマの終了時に、ＵＥは、しばらくノード２を使用
したＵＥのように正常の優先順位を有することができる。変形の一例で、ＵＥがモード１
を使用するように構成される場合、ＵＥがモード２を利用する例外的な場合に対するＵＥ
の自律的な条件確認を通してモード１からモード２へ遷移されたＤ２Ｄ　ＵＥは、モード
２で伝送より高い優先順位を有することができる。モード２に存在するｅＮＢにより構成
されるＤ２Ｄ　ＵＥは、伝送モード２でのＳＡ/データに関する競合又はリソース割り当
てで正常の優先順位を有する。一つの代案として、モード１から切り替えられたモード２
を使用できるＤ２Ｄ　ＵＥは、ｅＮＢがそれを構成するか、そうでないと、ＵＥが自律的
にモード２に入ることに関係なく、少しの間競合状態にある他のＵＥより高い優先順位を
有する。
【０１９７】
　Ｄ２Ｄ通信モード２のために、一般的には、待機ウィンドウ長、競合ウィンドウサイズ
のような競合に関連したパラメータは、Ｄ２Ｄ　ＵＥにより伝送されたＰＤ２ＤＳＣＨ、
又はインフラノードからのＤ２Ｄ-ＲＮＴＩを有するＤＣＣＨ又はＳＩＢ、又はＲＲＣの
ような上位階層のシグナリングのようなメッセージに含まれ得る。
【０１９８】
　競合のために、Ｄ２Ｄ　ＵＥがすべてのサブバンドリソースが占められ、如何なる媒体
もないと判断する場合、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、ランダムバックオフ(random　backoff)を遂行
できる。Ｄ２Ｄ　ＵＥは、サブバンドのうち一つをランダムに選択してバックオフを遂行
し、あるいはＤ２Ｄ　ＵＥは(所定のしきい値より長いような)長い時間の間ビジー(busy)
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状態である一つのサブバンドを選択してバックオフを遂行できる。したがって、Ｄ２Ｄ　
ＵＥがバックオフからから戻る場合、Ｄ２Ｄ　ＵＥは、選択されたサブバンドを使用しよ
うとする。長い時間でビジー状態であるサブバンドは、すぐに自由になるより良い機会を
持つこともある。
【０１９９】
　他の実施形態において、Ｄ２Ｄ　ＵＥにより伝送されるＰＤ２ＤＳＣＨは、Ｄ２Ｄ　Ｕ
Ｅが同期を検出するノードの全体数を搬送できる。情報は、Ｄ２Ｄ　ＵＥが同期化できる
ノードの優先順位を決定するために、ＰＤ２ＤＳＣＨを受信するＵＥにより使用され得る
。例えば、ＵＥは、同期を検出できるノードをより多く有するノードに優先権を与えるこ
とに決定できる。
【０２００】
　＜表１８＞は、検出された同期ノードの数に対する例示的な情報フィールドを示す。あ
るいは、検出された同期ノードの数は、すべのキャリアにかけた全体数の代わりに一つの
キャリア当たりである。あるいは、それぞれの表示は、各範囲のノードの数を示し、例え
ば、‘００’は１-２付加ノードを意味し、‘０１’は３-４付加ノードを意味する。又は
、検出された同期ノードの全体数は、ｅＮＢを含むノード又はインフラノード及びＤ２Ｄ
　ＵＥ、又はＤ２Ｄ　ＵＥのみを含むノードのためのことであり得る。
【０２０１】
【表１８】

【０２０２】
　所定の実施形態においては、ＵＥからのＰＤ２ＤＳＣＨ、又はｅＮＢからのメッセージ
は、モード２に対するパラメータを含むことができる。メッセージは、ＳＩＢ、又はモー
ド２を使用するようにＵＥに指示するメッセージのような、グループキャスト、又はユニ
キャストメッセージでもある。上記パラメータは、例えば、伝送モード２のためのリソー
スプール、待機時間のような競合関連パラメータ、競合ウィンドウサイズ、Ｔ３_ＲＲＣ
Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ_Ｄ２Ｄ_Ｍｏｄｅ２、Ｔ３１０_Ｄ２Ｄ_Ｍｏｄｅ２、Ｔ３０４_Ｄ
２Ｄ_Ｍｏｄｅ２、Ｔ３１１_Ｄ２Ｄ_Ｍｏｄｅ２、又はＴ３ｘｘ_Ｄ２Ｄ_Ｍｏｄｅ２のよ
うなモード２通信に関連したタイマのための値であり得る。
【０２０３】
　以上、本発明の詳細な説明においては具体的な実施形態に関して説明したが、特許請求
の範囲の記載及びこれと均等なものに基づいて定められる本発明の範囲及び精神を逸脱す
ることなく、形式や細部の様々な変更が可能であることは、当該技術分野における通常の
知識を持つ者には明らかである。
【符号の説明】
【０２０４】



(52) JP 2017-509261 A 2017.3.30

10

20

１００　無線ネットワーク
１２０、１２５　カバレッジ領域
１３０　ネットワーク
２００　送信経路
２１５　逆高速フーリエ変換部
２３０　アップコンバータ
２５０　受信経路
２５５　ダウンコンバータ
２６０　サイクリックプレフィックス除去ブロック
２６５　直列－並列（Ｓ－ｔｏ－Ｐ）変換部
２７０　高速フーリエ変換部
２７５　並列－直列変換部
２８０　チャンネル復号化及び復調部
３０５　アンテナ
３２０　マイクロホン
３２０　プロセッシング回路
３３０　スピーカ
３４０　メインプロセッサ
３５０　キーパッド
３５５　ディスプレイ装置
３６０　メモリ
４１０　送受信器
４１５　プロセッシング回路

【図１】 【図２Ａ】
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【図２２Ｃ】
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【図２３Ｂ】
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